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四年間にわたる Venus Project の軌跡 
－「明の星メソッド」の体系化に向けた成果と課題－ 

 
The Trajectory of the“Venus Project”over Four Years: Achievements 
and Challenges Towards Systematizing the“Akenohoshi Method” 

 

櫻本 和也 

SAKURAMOTO Kazuya 
 
要旨 

本学に根付く「明の星メソッド」の体系化を目指し，学生と学外機関との連携に，専攻との接続

を経て，学内および学外で保育の学びを一体化する具体的方策の検討を目的とした。Venus Project
に参加した 10 名を対象に，半構造化面接によって抽出されたテキストデータを KH Coder で質的

に分析した結果，所定のカリキュラムを超えた課外活動が学生の自負心に寄与したほか，学生間の

壁を打破する広報活動の拡大や協同などが明示された。一方，本学特有の学びの在り方を構築する

際に不可欠な専攻との連携に関して，活動支援や情報共有が進んでいない課題も浮き彫りとなった。

これらの結果を踏まえて，専攻教員の専門的見地に基づいた指導を活動の前期に導入し，学内外の

複眼的視座の基で保育の質向上を図る新たな展望が提言されるに至った。本稿の結果を一つの契機

として専攻内で検討を重ね，学生と共に Venus Project の再構造化へアプローチする体制の構築を

次年度の課題に据えて追求していく。 
 
 
キーワード：オンライン保育，主体性，要求水準，テキストマイニング， 
  

ⅠⅠ．．ははじじめめにに  

11..11  問問題題とと背背景景  

2020 年から猛威を振るってきた新型コロナウイルスも，５類感染症への分類変更に伴って，with
コロナに向けた最終段階へ到達したと捉えられるであろう。今後，感染者数の増減を見ながらも，

元の日常を取り戻していくことが期待される今，コロナ禍で培われた新しい生活様式の在り方は，

どのような推移をたどっていくのであろうか。特に今回の感染拡大予防を一つの契機に，教育現場

で推進されたオンライン展開は，現代社会における学びの在り方に大きな転機をもたらした。近年，

通信制大学やサイバー大学をはじめ，教育とオンラインに対する関心は決して低くない中で，学術

情報ナビゲータ CiNii1）
のオンラインに関する刊行物は，コロナ禍前の 31,215 件に対し，2020 年

からの約四年間で 49,683 件にまで上った。このように，オンラインに対しての関心が高まる昨今，

教育現場ではオンライン授業の成果や課題を中心に，学生や教員へ及ぼす影響について研究が展開

されている。とりわけオンライン授業のメリットやデメリットに関する知見は多岐にわたっており，

鳥越・小湊・望月・青木（2021）2）
は，時間や場所にとらわれることなく，個々のペースで授業に

取り組める点をメリットとして指摘している。通学など移動が必要ない私的な空間の自宅において，
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自らのペースで学習を進められる環境がメリットになりうる点は，間渕・中植・酒井（2021）3）
を

はじめ，筆者も含めて広く指摘されている要因である（櫻本；2020）4）
。その他，オンライン授業

による模擬保育において，遠隔に由来する課題の解決に向け，主体的に取り組む機会が学生に増加

したことを示唆したのは上田・池田（2022）5）
である。これは自分で考えることや調べるといった

対処行動に関して，対面よりもオンライン授業で促進される傾向を指摘した尾崎・松島（2023）6）

の知見と共通していよう。また，自由な時間や静かな環境で受講できる要因は，自主的かつ計画的

な学習習慣が身についている学生にとって，特に強いメリットとなることを中村（2021）7）
も提言

する。彼はオンライン授業の方が，授業内容によっては効果的であることを指摘しているように，

こうしたオンライン授業の展開がもたらすメリットは数多く報告されつつある。 
一方，先述した尾崎らはオンライン授業で，より情報リテラシーが身に付いたと評価された点を

あわせて報告しているが，ICT にまつわる要因がデメリットとして指摘されるものも散見される。

まず，吉田・岩本（2020）8）
はカリフォルニア州私立幼稚園のオンライン保育実践を通して，電子

機器の準備や操作などの面に課題を抱えることを指摘した。また，保育現場でのオンライン対応に

ついて，中村・前田（2022）9）
もまた，機器や ICT 環境が課題に挙げられることを報告している。

その他にも岡田（2021）10）
が挙げたオンライン環境に対する不安や，インターネット環境が弱みと

なる山本（2021）11）
の提言には，ICT を活用するソフトとハードの両面における課題が浮き彫りと

なった。前者は，これまでなかったオンラインツールの運用に伴う人的資源について，また後者は，

電子機器をはじめとした物的資源の環境整備がオンラインのデメリットにあたると推察されよう。 
さらには，学生同士の交流が不足することや，授業に対する集中や意欲の低下に関する自己管理

の難しさなど，先述した岡田や間渕らもオンライン授業のデメリットを示唆している。このように，

学びの自由度が高いオンライン授業の取り組みが，学生の主体性を促進させるメリットがある一方，

他者との交流が不足傾向になることや，ICT 運用にまつわる人的・物的資源の環境整備は，今後も

デメリットとして付いて回る課題となるであろう。現在，対面とオンラインにまつわる強みや弱み

を精査しながら，ブレンド型授業やハイブリッド型授業にくわえて，中島（2021）12）
が取り上げる

ハイフレックス授業など，教育の質向上へ検討が進められている。コロナ禍を経て，教育の現場で

加速したオンライン化は，新たな学びの在り方として定着していくのか，あるいは向後（2020）13）

が指摘する通り，対面に勝るものはないとした教育者側の固定観念によって従来の形態へ回帰する

のか。急速に拡大したオンライン教育に関して，その強みと弱みの双方を認めつつ，本稿では after
コロナの時代における新たな学びの在り方について追究していきたい。 

 
11..22 対対面面ととオオンンラライインンのの強強みみをを活活かかすす学学びびのの在在りり方方 

上述したオンライン授業の利点や課題に関して，現在，指定保育士養成施設（以下，「養成校」と

称する）では，対面における指導が主流となる実技や表現系科目に関した研究が展開されている。

その中でも個別学修が可能となる環境をオンライン教育の強みとして，対面授業よりもオンライン

に向いた演習を選択しながら造形の授業を行ったのが橋本（2021）14）
である。彼女は，学びの内容

に応じて対面とオンラインの両立を図ることを提言している。また，知識を実践などに結び付ける

表現領域は，表現の分かち合いが他者との間で不可欠なため，対面とオンラインのハイブリッド型

の教育方法を早急に考案する必要性について松井・高橋（2021）15）
は指摘する。他方，授業の一環

で家庭とオンライン保育を実施した森野・倉田・前田・古谷（2021）16）
は，対面保育の代替として

ではなく，保育が目指す方向目標と原点に立ち戻り，活動や支援にあたることの重要性を指摘する。 

青森明の星短期大学研究紀要　第 50 号
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こうしたオンライン授業やオンライン保育の成果と課題に関する検討が進む一方で，保育現場と

教育機関との間におけるオンライン保育をテーマとした，包括的な実証研究は実施されていない。

先述の向後は，オンライン教育を対面授業の代替や劣化コピーとしてではなく，対面とブレンドし，

最適化したうえで実施してこそ価値があると主張する。また，戴・浦田・村上（2021）17）
は，課外

活動などの生活面は対面実施を原則としながら，学習面はオンラインとのハイブリッド型の対応が

求められるとして，オンラインをカリキュラムに組み合わせていく方法が争点になるとしている。

こうした背景を踏まえて，本稿ではオンラインに対する機運が高まる今こそ，養成校と保育機関が

連携しながら教育・保育のニューノーマル構築へと向かう好機として，筆者が進める Venus Project
の可能性について再吟味したい。 

 
11..33 四四年年目目をを迎迎ええたた VVeennuuss（（ヴヴィィーーナナスス））PPrroojjeecctt 

先述してきた通り，オンラインを介した教育や学習に関する社会的な関心の高まりを踏まえて，

筆者は青森明の星短期大学（以下「本学」と称する）で，保育現場におけるオンライン保育の実践

について研究を展開している。本学へ着任した 2020 年から，コロナ禍による活動制限と希薄化が

進む人的交流へ一石を投じるべく，保育機関とオンラインを介して，学生と園児とのネットワーク

構築を図ってきた。園児たちとの交流を通して，保育にまつわる実践力向上を図ることはもとより，

オンラインを介した非接触化で現代社会のニーズに応える活動は，次代の保育者養成を担う機関と

して新たな挑戦でもあった。さらには，比較的小規模な短期大学のコミュニティにおいて，同級生

のみならず，学年を超えた学生同士の交流促進を目的として始動したのが「Venus Project」である。

本学の「明の星」という学名にくわえ，一番星の如く輝く青春時代を謳歌するプロジェクトとして，

関わるすべての対象に笑顔を届ける活動となるように願いを込めて命名した Venus Project の概要

は，下記に示す通りである（Table１）。 

 
Table１ Venus Project の活動概要（2023 年度） 

第１回 10 月４日（水）対象者：全クラス 

内 容 
・手遊び「はじまるよ」 ・紙芝居「スズムシくんとパーティーのよる」 ・クイズ 
・ダンス「エビカニクス」 

ねらい 
「はじまるよ」の手遊びで活動の開始を表現したほか，10 月の季節感から紙芝居を

選定して読み聞かせを実施した。ダンスは園児たちに馴染みのあるものを選択した。 

第２回 10 月 11 日（水）対象者：４歳児 

内 容 
・手遊び「おべんとうバス」 ・紙芝居「じゃあじゃあぴっちゃん！」 ・クイズ 
・ダンス「エビカニクス」 

ねらい 
秋の遠足シーズンにお弁当をテーマとした手遊びで子どもと一緒に楽しむ。ダンスは

子どもたちが慣れて自由に踊れるように１ヵ月ごとに変更することとした。 

第３回 10 月 18 日（水）対象者：全クラス 

内 容 
手遊び「ぼうがいっぽん」 ・演奏「ミッキーマーチソング」 ・クイズ 
・ダンス「エビカニクス」 

ねらい 
前年度まで実施しなかった演奏を今年度は初めて内容に組み込んだ。吹奏楽部や趣味

など，音楽への造詣が深い学生たちによる新しい内容を提案して子どもと楽しむ。 
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第４回 10 月 25 日（水）対象者：５歳児 

内 容 
・手遊び「あいうえおばけ」 ・紙芝居「ハロウィンしょうてんがい」 ・実験「色水」 
・クイズ ・ダンス「エビカニクス」 

ねらい 
ハロウィンの行事にまつわる手遊びや紙芝居のほか，子どもたちが関心を示す実験を

通して、子どもたちが思い切り楽しむことのできる内容になるように検討した。 

第５回 11 月８日（水）対象者：３歳児 

内 容 
・手遊び「やきいもグーチーパー」 ・紙芝居「僕のママどこ？」・クイズ 
・ダンス「ちょっとだけ体操」 

ねらい 
旬の食べ物で季節感を感じることができる手遊びのほか，秋にまつわるクイズを実施

した。また 11 月は連携園でも初めてとなる「ちょっとだけ体操」に移行した。 

第６回 11 月 15（水）対象：５歳児 

内 容 
・手遊び「くいしんぼうゴリラ」 ・紙芝居「あかずきんちゃんとウイルスオオカミ」 
・クイズ ・ダンス「ちょっとだけ体操」 

ねらい 
季節柄，風邪などウイルスへの注意喚起をねらいとして紙芝居を選定した。クイズも

手洗いやうがいなど日常の習慣をテーマに選定した。 

第７回 11 月 22 日（水）対象：全クラス 

内 容 
・手遊び「やさいのうた」 ・演奏「パプリカ」 ・クイズ 
・ダンス「ちょっとだけ体操」 

ねらい 子どもたちに大人気の「パプリカ」に関して，今年度の特色である演奏を実施した。 

第８回 11 月 29 日（水）対象：４歳児 

内 容 
・手遊び「おもしろめがね」 ・実験「シャボン玉」 ・クイズ 
・ダンス「ちょっとだけ体操」 

ねらい 
実験と言えば博士，博士と言えば「めがね」の連想から手遊びを選定して，めがねの

博士が楽しく実験を行うことで実験と手遊びとのつながりを実感できる回とした。 

第９回 12 月６日（水）対象：３歳児 

内 容 
・手遊び「ペンギンマークの百貨店」 ・紙芝居「がんばれサンタさん」 ・クイズ 
・ダンス「フルーツポンチ」 

ねらい 
今月末のクリスマスに向けて子どもたちの期待が高まる紙芝居を選定した。また今月

から新たなダンスを取り入れることで，子どもたちの興味関心を喚起した。 

第 10 回 12 月 20 日（水）対象：全クラス 

内 容 
・手遊び「ゆきだるまのチャチャチャ」 ・ハンドベルと演奏「クリスマスソング」 
・クイズ ・ダンス「フルーツポンチ」 

ねらい 
今年度の特色である演奏を中心にして，12 月の大きなイベントであるクリスマスへ

向けて，子どもたちの楽しい気持ちやワクワク感を後押しできる内容を検討した。 

第 11 回 １月 17 日（水）対象：４歳児 

内 容 
・手遊び「はじまりの合図」 ・紙芝居「こども忍者もしかして丸」 
・ダンス「フルーツポンチ」 

ねらい 
「はじまりの合図」の手遊びで新年最初の活動をスタートさせた。また，こどもたち

が大好きな忍者の紙芝居を読み聞かせて，今後の活動に対する関心を再喚起した。 
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第 12 回 １月 24 日（水）対象：全クラス 

内 容 
・手遊び「ふわふわゆきが」 ・紙芝居「ペンギンはつらいよ」 
・ペープサート「ふうせんのうた」 ・ダンス「フルーツポンチ」 

ねらい 
最終回は紙芝居やペープサートなど盛り沢山の内容をお届けした。冬に関する手遊び

や紙芝居のほか，ペープサートは発達段階に応じた狙いをもって実践した。 

 
上記の通り，2021 年度から始動した活動展開は現在に至るまで，手遊びや読み聞かせをはじめと

した保育実践に関するすべてのプログラムに関して，学生たちが検討を重ねて構成してきた。前期

および後期の毎週月曜日と水曜日を活動日として，活動の企画と練習を進めた後，後期から連携園

との間でオンライン保育の実践を展開するが，プロジェクトに携わるメンバーや活動内容の全容は

年度ごとに異なる。すなわち，活動に参加した時点では「教わる立場の下級生」として，進級後は

「教える立場の上級生」として，自らの知識や経験を分かち合える環境を学内に構築することで，

学生同士の交流促進と関係深化を図った。 
初年度では，活動に従事した同級生に対して「学びを共にする同士」として関係性の深化が確認

されたほか，先輩と後輩との間で学年を超えた関係性の拡大が明示された。また，学内のみならず，

園児や学外機関との新たなネットワーク構築に波及したことも示された（櫻本；2022）18）
。さらに，

初年度では明示できなかった学生個々の内的変容に関して，心理尺度に基づいた量的観点，および

テキストマイニングに基づいた質的観点の両側面から，二年目のプロジェクトを通して自己主張の

促進が明示された（櫻本；2023）19）
。この結果は Venus Project の有用性を実証する重要な要因と

捉えられよう。くわえて，学外機関との活動実践で浮き彫りとなった双方向性の欠如に関しては，

活動に対するフィードバックを現職保育者から受け，改善点を次週の活動へと反映させるサイクル

が二年目に構築できた。こうした学外の保育機関と共に確立した新たな保育の PDCA サイクルが，

学生たちに及ぼした影響はきわめて大きな成果として明示された。今後も PDCA サイクルの継続と

更なる活動連携に向けて，学外機関との間で意向が一致した点は，本活動の有用性を実証する結果

としても十分と捉えられるであろう。 
他方，活動成果として明らかになった自己主張には，特定の他者に対してのみ限定されるとした，

不安定な自己主張の側面も同時に示唆された。こうした活動を共にする者同士でできた自己主張が，

日常生活を共にする友人にしづらい背景には，少数の学生による現行の活動体系が影響を及ぼして

はいないであろうか。すなわち，日常と一線を画す活動を共有することで，メンバーの集団凝集性

が高まるとともに，排他性も同時に高じる要因となっていないか。永井・石田（2020）20）
は少人数

集団を形成する傾向のある女子は，異なる集団の他者を排除しようとする心情が男子と比べて強い

ことを指摘している。これらの点を踏まえて，個々の学生に生じる内的変容を決して限定的な結果

として留めてしまうことなく，より多様な他者との関係性を経て，一人ひとりの日常生活へと波及

できる体系作りは喫緊の課題となるであろう。しかしながら，一過性の活動として留まることなく，

連続性を帯びた活動機会を新たに学内へ創出し，保育者を志して本学に集った学生に関係性深化の

兆しが垣間見えた結果は，注目に値すべきものではなかろうか。他に類を見ない Venus Project の
活動展開を通して，本学でしか体験することのできない教育，すなわち，「明の星メソッド」として

体系化することができれば，数ある養成校の中でも特色ある学びを学生たちに届けることができる。

本学特有の学びの在り方を構築していくうえで，Venus Project との接続を視野に入れた活動展開

に関しては次で言及したい。 
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第４回 10 月 25 日（水）対象者：５歳児 

内 容 
・手遊び「あいうえおばけ」 ・紙芝居「ハロウィンしょうてんがい」 ・実験「色水」 
・クイズ ・ダンス「エビカニクス」 

ねらい 
ハロウィンの行事にまつわる手遊びや紙芝居のほか，子どもたちが関心を示す実験を

通して、子どもたちが思い切り楽しむことのできる内容になるように検討した。 

第５回 11 月８日（水）対象者：３歳児 

内 容 
・手遊び「やきいもグーチーパー」 ・紙芝居「僕のママどこ？」・クイズ 
・ダンス「ちょっとだけ体操」 

ねらい 
旬の食べ物で季節感を感じることができる手遊びのほか，秋にまつわるクイズを実施

した。また 11 月は連携園でも初めてとなる「ちょっとだけ体操」に移行した。 

第６回 11 月 15（水）対象：５歳児 

内 容 
・手遊び「くいしんぼうゴリラ」 ・紙芝居「あかずきんちゃんとウイルスオオカミ」 
・クイズ ・ダンス「ちょっとだけ体操」 

ねらい 
季節柄，風邪などウイルスへの注意喚起をねらいとして紙芝居を選定した。クイズも

手洗いやうがいなど日常の習慣をテーマに選定した。 

第７回 11 月 22 日（水）対象：全クラス 

内 容 
・手遊び「やさいのうた」 ・演奏「パプリカ」 ・クイズ 
・ダンス「ちょっとだけ体操」 

ねらい 子どもたちに大人気の「パプリカ」に関して，今年度の特色である演奏を実施した。 

第８回 11 月 29 日（水）対象：４歳児 

内 容 
・手遊び「おもしろめがね」 ・実験「シャボン玉」 ・クイズ 
・ダンス「ちょっとだけ体操」 

ねらい 
実験と言えば博士，博士と言えば「めがね」の連想から手遊びを選定して，めがねの

博士が楽しく実験を行うことで実験と手遊びとのつながりを実感できる回とした。 

第９回 12 月６日（水）対象：３歳児 

内 容 
・手遊び「ペンギンマークの百貨店」 ・紙芝居「がんばれサンタさん」 ・クイズ 
・ダンス「フルーツポンチ」 

ねらい 
今月末のクリスマスに向けて子どもたちの期待が高まる紙芝居を選定した。また今月

から新たなダンスを取り入れることで，子どもたちの興味関心を喚起した。 

第 10 回 12 月 20 日（水）対象：全クラス 

内 容 
・手遊び「ゆきだるまのチャチャチャ」 ・ハンドベルと演奏「クリスマスソング」 
・クイズ ・ダンス「フルーツポンチ」 

ねらい 
今年度の特色である演奏を中心にして，12 月の大きなイベントであるクリスマスへ

向けて，子どもたちの楽しい気持ちやワクワク感を後押しできる内容を検討した。 

第 11 回 １月 17 日（水）対象：４歳児 

内 容 
・手遊び「はじまりの合図」 ・紙芝居「こども忍者もしかして丸」 
・ダンス「フルーツポンチ」 

ねらい 
「はじまりの合図」の手遊びで新年最初の活動をスタートさせた。また，こどもたち

が大好きな忍者の紙芝居を読み聞かせて，今後の活動に対する関心を再喚起した。 
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11..44「「VVeennuuss  PPrroojjeecctt」」とと「「明明のの星星メメソソッッドド」」のの接接続続 

こども家庭庁（2024）21）
によると 2024 年時点で 667 校にのぼる養成校に関して，入学する学生

がより多様化していることに伴い，養成校の質もまた，より多様になっていることを指摘するのが

矢藤（2022）22）
である。彼は，保育士を養成するにあたり，養成校の質が多様化する現状を踏まえ

ながら，養成校の質の維持および向上を促すシステムが必要不可欠であると言及している。また，

少子化の進行に歯止めがかからない昨今，18 歳人口の減少も相まって大きな岐路に立っているのが

高等教育機関であり，養成校であろう。生き残りをかけて，また，多様な学生のニーズに応えうる

教育機関として，数ある養成校の中でも差別化を図る「売り」をいかにして生み出すか。コロナ禍

を一つの契機にオンラインを積極的に活用し，学生の内的変容をもたらしたほか，学内外の交流を

促進して新たなネットワーク構築をもたらした活動が，明の星短期大学の保育専攻における「売り」

になりえないか。さらには，本活動に従事した学生が卒業後，入職した保育機関との間で活動連携

に至ったことにより，現職保育者によるスーパービジョンを活動内に定着させる足がかりができた。

自分自身の保育実践に対して，現職保育者から指導を受ける機会は実習以外にないなかで，気心の

知れた先輩からのフィードバックであれば，より一層活発な交流を見込むことができるであろう。

同時に，入職したばかりの卒業生においても気心の知れた後輩たちを前に，専門職としての自覚を

改めて確認できる機会にしたい。このように，学年を超えた関係性の構築を更に超えて，卒業生や

現職保育者と相互作用をもたらす仕組みを，学外機関と連携しながらアカデミックの場に構築する

ことは，「明の星メソッド」の根幹をなすものとなろう（櫻本；2022）。 
こうした背景を踏まえ，本学特有の「明の星メソッド」構築に向けた「Venus Project」との接続

を視野に，本学に集う学生たちの保育実践力向上につながる機会の整備を目的に据えて本稿は展開

していきたい。したがって，これまでの Venus Project の課題にくわえ，養成校で検討されている

オンラインに関する課題を踏まえて，対面とオンラインの効果的な融合による新たな教育の在り方

へ本稿は焦点をあてる。授業はもとより，多様性あるオンラインツールの活用事例を足がかりに，

広く養成校の新たな学びの在り方へ提言したい。とりわけ養成校における授業のフレームを超えた

課外活動が，学生一人ひとりの変容と成長にいかなる影響を及ぼしうるのか。学生の主体的な参加

によって生成される集団凝集性を損なうことなく，貴重な学びの機会を一人でも多くの学生が共有

できる場を，保育者養成に関わる全員で育める体制を構築したい。まずは，本活動に参加する学生

たちと共に，Venus Project が本学に根付く特有の学びとして体系化する方策について，包括的かつ

実証的に研究展開していく。コロナ禍における半強制的なオンラインの活用ではなく，コロナ禍を

一つの契機として，ニューノーマル時代の新たな教育の在り方へ Venus Project がもたらす可能性

を本稿で明示したい。 
 
 

ⅡⅡ．．目目的的  

学外機関との連携により，保育の PDCA サイクルを構築してきた Venus Project の成果と課題を

踏まえて，保育専攻との接続を視野に入れた新たな活動の在り方を模索する。保育の学びの一体化

を目指し，学外機関に留まらず専攻内での協同を通して，本学特有の「明の星メソッド」を体系化

する具体的方策にアプローチした。 
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ⅢⅢ．．方方法法  

33..11 調調査査対対象象者者  

青森明の星短期大学で Venus Project へ参加している 10 名（1 年生５名：男子１名，女子４名，

２年生５名：女子５名）を調査対象とした。 
  
  
33..22 調調査査期期間間 

2023 年４月から 2024 年３月までを調査期間とした。活動開始から夏季休暇前までの期間を活動

前期として，また，夏季休暇後の 10 月から１月までの期間を活動後期として，８月と２月の２回に

わたり面接調査を実施した。 
  

  

33..33 調調査査内内容容とと手手続続きき  

33..33..11 面面接接調調査査  

上記の通り，活動前期は（1）前年度で明示された結果をもとに，ここまでの活動を通して自身に

生じた変化と変化していない点について，および（2）Venus Project の新たな在り方に関する説明

についての意見や要望の二点を質問項目とした。また，活動後期は（3）今年度の活動成果と課題に

対する振り返りについて，および（4）Venus Project の新たな在り方に対する展望に関して，学内

の個室で一対一の半構造化面接を実施した。なお，調査を開始する前に面接内容を IC レコーダー

で録音することについて協力者の了解を得た上で，一名に対して約 60 分程度の面接を実施した。 
 
 

33..33..22 分分析析方方法法  

面接調査によって収集した 10 件のテキストデータに関して，活動前期と後期についてそれぞれ

Excel で作成後，フリー・ソフトウェア KH Coder3 を用いて質的分析を実施した。まず，本稿では

語と語とのつながりから主だって語られるトピックについて明示することを目的として，共起関係

の種類は「語－語」を選択した。また，それぞれの共起性を明らかにするため「強い共起関係ほど

濃い線に表示」する設定を追加するとともに，全体的な特徴の把握を目的としてサブグラフ検出

（random walks）を選択した。今回，描画する共起関係の選択は Jaccard の描画数を上位 60 語に

統一し，抽出語に関して樋口・中村・周（2022）23）
の提言をもとに，布置される語の数は 75 程度

を目安として最小出現数を７に設定した。最後に，共起ネットワークはグレースケールで抽出した。  

  

  

33..33..33 倫倫理理的的配配慮慮  

本稿は調査対象者へ質問紙を配布する際，本研究の主旨と個人情報の保護，および調査の協力は

任意とし，調査に協力できない場合に不利益が生じないことを口頭で説明した。また，回答結果は

学術研究の目的でのみ使用することを付けくわえ，本研究へ協力を要請した。なお，回答をもって

調査の同意を得たものと判断した。 
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実証的に研究展開していく。コロナ禍における半強制的なオンラインの活用ではなく，コロナ禍を

一つの契機として，ニューノーマル時代の新たな教育の在り方へ Venus Project がもたらす可能性

を本稿で明示したい。 
 
 

ⅡⅡ．．目目的的  

学外機関との連携により，保育の PDCA サイクルを構築してきた Venus Project の成果と課題を

踏まえて，保育専攻との接続を視野に入れた新たな活動の在り方を模索する。保育の学びの一体化

を目指し，学外機関に留まらず専攻内での協同を通して，本学特有の「明の星メソッド」を体系化

する具体的方策にアプローチした。 
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ⅣⅣ．．結結果果

本調査で実施した面接調査について，テキストマイニングで質的分析した結果が下記の通りである。 

 
 
上記は，前期の活動で自身に生じた変化と，変化していない点に関するテキストデータについて，

KH Coder３を用いて分析を行った結果である。分析に先立ち，表記揺れの統合と形態素分析を行い，

一般的な語（思う，言う，自分，感じ）の指定，および強制抽出（一年生，二年生，自己主張，中々）

の取捨選択を行った。結果，総抽出語数が 11,977 語（4,132 語）のデータを分析対象として，解析時は

出現数による語の取捨選択に関して最小出現数を７に設定し共起ネットワークを描画した（Figure1）。 
まず，頻出度が最も高い「Venus」という語について，活動に「入る」「人」や「保育」の「授業」と

いった語にくわえて，「違う」や「分かる」などの語によってサブグラフが形成された。とりわけ「違う」

という語は，「何かが違うと思う。授業を乗り切ろうじゃなくて自分のものにしようとしてるからかな」

または，「クラスとかでも同じ保育は目指してるけど，ちょっと思いの強さが違う人が多いから」など，

保育へ向かう姿勢についてクラスメイトとの差異に関する言及が KWIC コンコーダンスで確認された。

また，「分かる」という語においても「Venus の人たちを知っていって，自分の意見言っても否定する人

はいないっていうのが分かったから言えるようになった」あるいは「授業中とかはあんまり仲良くない

というか，その人のことをあんまり分かってないから言えない」など，人間関係における相違性に関する

語りが抽出された。くわえて「普通の授業じゃ分からなかったことを先輩から教えてもらえた」または

「自分たちが教わったものを教えられてるかはちょっと分からないけど，見せてあげることはできる」

といった語りなどから，前出した「授業」や「人」における「違い」を示唆する結果として読み取れるで

あろう。 
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また，「入る」や「人」は「一年生」や「今」といった語を介し，「二年生」と「頑張る」と同時に「壁」

などのサブグラフに展開している。そのなかでも「壁」という語に関して，「あんまりまだその壁みたい

なのはなくなってはない」や「まだちょっと距離はあるかな。でも悪い壁ではないと思うけど，難しい」

といった語りが一年生と二年生から確認された。さらに「二年生は結構話しかけてくれるので，一年生が

もっと二年生のほうに行かないといけない」とした一年生の語りと，「アイディア出したりとか一年生が

できる環境を今頑張って作ってます」といった二年生の語りから，活動前期の課題と展望に関する結果

が示された。そのほか「一年生」は「先輩」の語を介して「話す」というサブグラフへ展開するとともに，

「難しい」という語を介して「手遊び」など保育技術への課題についても明示された。 
さらに，「話す」という語は「去年」の語を介して「関係」が「終わる」というサブグラフに展開し，

「去年みたいに関係が遠くならないようにできるだけ仲良くしたくて」または「去年よりも仲良い関係

で終われたらいい」など，前年度の課題を踏まえたうえで，活動後期に向けた展望を示唆する結果も抽出

された。 
そのほか「言える」という語は「グループ」と「意見」や「雰囲気」などの語でサブグラフを形成する

とともに，「知る」という語を介して「作る」「経験」といった語のサブグラフへ展開している。前者は，

「授業のグループワークは，ほかの人の意見に賛同しちゃうけど Venus ならこうしたほうがいいんじゃ

ないとか，同学年のなかだけど言えるようになった」また「雰囲気が良いっていうか，みんなが同じ思い

だから言いやすい」などの語りが KWIC コンコーダンスで確認された。一方で後者は，「顔を知っている

メンバーだったら普通に言えるけど，園児とかになると緊張する」や「一年生にも言ってほしいというか

言える環境を作りたい」といった語りが抽出された。これらの結果は，上記で明示してきた結果と同様，

クラスメイトと本活動に従事する学生との間における関係性の相違性や，一年生と二年生が抱える課題

と今後の展望を示唆した結果と捉えられよう。 
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次に，今年度の活動を振り返り，活動の成果と課題にまつわるテキストデータについて分析を行った。

分析に先立って，表記揺れの統合と形態素分析を行い，一般的な語（思う，言う，自分，感じ）の指定，

および強制抽出（一年生，二年生）の取捨選択を行った。その結果，総抽出語数が 24,396 語（8,395 語）

のデータを分析対象として，解析時は出現数による語の取捨選択に関して最小出現数を 12 に設定し共起

ネットワークを描画した（Figure2）。 
まず，頻出度が最も高い「一年生」という語について，「私は先輩と一年生の時もすごい感動したし，

二年生の時も感動したし。今の一年生は感動できたかな，一年間やってよかったって本当に思ってるの

かなっていう心配はすごくある」など，「一年生」と「二年生」の語によってサブグラフが形成された。

なかでも「保育に関する技術も一年生のときは先輩から学んで成長したし，二年生のときは学んだこと

を逆に後輩に見せて教えていく」また「一年生も二年生も個人ですごい良い動きしてて，こういう声がけ

あるんだって思ったのはもちろん，自分でも取り入れることができてきた」など，学年間の交流に関する

語りが数多く抽出された。一方で「二年生の熱が強くなって，二年生が考えて一年生はこれみたいな形に

なっちゃったし，関わるタイミング作れたらもっとよかった」や「どう思うみたいなのは二年生に話して

一年生はそれを聞いてるとか。そこに巻き込まなきゃいけないっていう意識はあるけどできてなくて」

など，さらにもう一歩踏み込んだ学年間の交流と関係深化が課題として抽出された。さらには「来年度は

一年生に任せたいことがあっても一年生と二年生を半分ずつにして，お互いにしてることを教え合える

のかな」あるいは「私たちが二年生になったら，私たちと一年生を三つぐらいにグループ分けて」など，

次年度に向けた具体的な対応策についての語りも数多く確認されることとなった。 
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また「一年生」の語は「Venus」や「分かる」といった語を介して，「今」は「全然」「違う」などの語

にくわえ，「先輩」や「子ども」または「人」から「聞く」「見る」「分かる」といった語のサブグラフに

展開している。そのなかでも「違う」という語に関して，「もうなかったらたぶん全然違った。やっぱり

自信になるし，やってない人と比べたらもちろん大変だけど，でもだんだんと Venus の部屋に行くのが

生きがいじゃないけど，週２回が楽しみで」や「先輩だから，１年多いのもそうなんだけど今まで周りに

いた人たちとは違うっていうか一歩上の違った意見とかを聞けた気がする」などの語りが抽出された。

くわえて「模擬保育でも Venus やってる人は堂々とできるけど，ほかの人たちは経験があまりないから，

見てて Venus やってて良かったなって」などの「Venus」という語は，「良い」という語を介して「保育」

や「授業」という語のサブグラフへ展開している。とりわけ「保育の授業とかの専門知識とはまた違う，

すごい充実した，もっと自分のためになってる気がした活動だった」または「絵本の読み聞かせは授業で

やるけどスケッチブックシアターとか紙芝居は授業で取り扱わない」といった語りから，短大における

学習とは異なる学びを示唆する語りが明示された。 
次に「聞く」という語は「本当に」という語を介して，「一緒」や「入る」「年」などの語のサブグラフ

に展開し，「本当に先輩とやっていけるのか，本当に一緒にできるのか」または「あの時最初に入りたい

って言って本当に良かった」などの語りが抽出された。一方，本活動を通して「一年生で意見出せない子

もいたけど，まず相手が何をしたいか聞くのがすごい大事。自分らが言ってそれでいいよってなるのは

絶対ダメ」あるいは「一年生を見ると頑張る子は頑張るけど，やる子だけがやってそうじゃない子はそう

でもなかった」など，「一年」の「子」へ「大事」にすべき事象も示唆された。同様に「時間」という語

に関して「交流するためにやっぱり時間を大事にすることが必要」など，「大事」という語でサブグラフ

を形成していることも読み取れよう。 
さらには「実験とかも結局後期に決めたようなもので，結局後期に全部決めるんだったら前期は交流

の場にするとか」または「二年生が全部やりすぎた。一年生何もさせてあげられてない」などの「結局」

や「全部」といった語から，活動に対する課題も示唆された。なかでも「結局」という語が「言える」と

いう語を介し，「回」や「オープニング」などに展開したサブグラフでは，「12 回の配信で一年生と一緒

にオープニング考えたりとかすることがほとんどなかった気がして」また「結局，一年生が装飾で二年生

がオープニング考えるみたいな感じになっちゃって結局分かれてた」といった状況が浮き彫りとなった。

その結果，「オープニングとかの内容を決めてたのは二年生なわけで，そこに一年生が入ってなかったし，

何か言えるかっていったら分からないと思う」あるいは「先輩の話す内容が分からないまま頭のなかで

整理しようとしてたから，もうちょっとどういうことですかって言えたらよかった」などの振り返りに

至ったことが KWIC コンコーダンスで示された。同様に「言える」という語が「話」という語を介して，

「話す」や「終わる」などの語へ展開したサブグラフでは，「もう違う話とか違うこと進めてるし今から

言っても，終わった後に言うのも。だから先輩が言ってるんだからもうそうしようみたいな」といった，

後輩の葛藤が示唆された語りも抽出されている。 
そのほか「実習も先輩知らないままでやってたかもしれないって思うと，人間関係を作る，この学校で

楽しく生活するうえでやっぱりやって良かった」などの「実習」と「学校」といった語や，「配信のとき，

今年の一年生では喋るの上手いかなって思ってたけど，先輩たちを目の前にしたらそうでもなかった」

といった「今年」の「配信」などの語に関するサブグラフが明示される結果となった。 
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次に，Venus Project の新たな在り方に関する説明を受けた学生たちが，前期と後期の活動終了時点で

抱く意見や要望にまつわるテキストデータを分析した。分析に先立って表記揺れの統合と形態素分析を

行い，一般的な語（思う，言う，感じ，なんか）を指定して，語の取捨選択を行った。結果，総抽出語数

が 12,948 語（4,490 語）のデータを分析対象として，解析時は出現数による語の取捨選択に関して最小

出現数を５に設定し対応分析を行った（Figure3）。 
まず，本活動に関して，原点を基準に前期の方向へ布置された「増える」と「増やす」の語について，

「学生が増えるのは嬉しいことでもあるけど，ちょっと心配」や「もっと人数が増えるとなると学期中に

配信できない人が増えるんじゃないか」また「教員を増やすのはまだ分からない」などの語りが KWIC
コンコーダンスで明示された。とりわけ「教員」という語に関して「専門の教員がいるとできる自由度は

落ちるかもしれないけどその分，保育の質は高くなるんじゃないか」あるいは「教員も含めてというのは

個人的にすごくいいなと思ってるんですけど，今までの形ではできないと思う」などの語りから，新体制

がもたらす新たな可能性と懸念を示唆する語りが確認された。こうした「人数」の増加に関する懸念は，

「Venus で活動していける人数の上限は二桁いかないくらいが一番しっくりくる」や「今の人数は変に

増やさないほうがいいと思う」あるいは「この人数だからできてるっていうところが大きい」などの語り

にも示唆されている。さらには「40 人を２クラスに分けるみたいになって，放課後の活動とは思えなく

なっちゃいそう」や「チーム分けも好きな人同士になるのか，どう分けるのかいろいろある」などの語り

から，「クラス」や「チーム」のほか「分ける」などの語に関しても，新しい Venus の在り方を模索して

いくうえで生じる課題と捉えられるであろう。 

Figure3 新たな活動の在り方に関する対応分析（活動前期・後期） 
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また「不安」という語について「先生がいなくなっちゃって，新しい先生になったら不安」や「すごく

不安。楽しく続けられるのかな」などの語りは，前述してきた新体制に抱く懸念と読み取れるであろう。

くわえて「絵本の読み聞かせでも，うちらはこうした方がいいって思っていることが正しいのかどうか，

たまに不安になる」など，保育の専門性に抱く不安を示唆する語りも抽出された。 
そのほか，活動の前期に布置された「嫌」という語について「支配みたいになるのは嫌で，自分たちが

決めた意味もなくなる」また「せっかくやりたいと思って来ている人たちが，やらなきゃになったら嫌」

そして「決めつけられるのは嫌」など，活動の主体性に関する語りが KWIC コンコーダンスで示された。

くわえて「学生だけでやるっていうのはやっぱり難しいんじゃないかなって薄々思ってて」や「関わる人

が多くなると人同士合う，合わないが出てきちゃって，やっぱり作るのは絶対的に難しい」などの語りも

活動の前期に布置された語と捉えられるであろう。なお「先生」や「学生」にまつわる語は，活動の前期

および後期で極めて多くの語りが抽出された結果，原点付近に布置される結果となった。 
一方，原点を基準に後期の方向へ布置された「広まる」という語について，「まず，Venus はこういう

活動だよって大学でもっと広まるといいなって思う」や「もっと先生たちの理解も欲しいし，ほかの学生

のみんなもこういう活動をしているってもっと広まってほしい」といった語りが抽出された。くわえて

「別に知らなくてもいいって思ってるから広まらない。広めても，ふーんで終わるから広まらない」や

「自分が何をやってるか分かるまでは，やっぱりどうしても広められないし広まらない」など，「広める」

の語も後期の方向へ布置される結果となった。こうした「広まる」と「広める」にまつわる語りから，

Venus への認知拡大をめぐる葛藤と，充分に認知が促進されていない現状が示唆されよう。 
こうした認知拡大において，「興味」という語は「途中で自分が興味出ても誰に言ったらいいのみたい

になる気がする」あるいは「活動の動画を高校側に見てもらったら興味あるなし関係なく，そこに行った

らできるっていうのが分かる」といった，学内外の興味や関心拡大への方策に関する語りも抽出された。

そのうえで，「全員」という語について「専攻全員っていうのは違うと思ってて，やりたい人が集まって

いるものだから」または「授業中に携帯いじったりしてる人とか全員やっちゃうと，今まで先輩が自主的

にすごく良いもの作り上げてきたのに中途半端なものになっちゃう」など，参加者数の限定を示唆する

語りも抽出されている。なかでも「困る」という語は学生と教員の双方に向けられた語りで，まず，学生

に対して「もっと途中からでも，だからと言ってめっちゃ入られたら困るけど」や「遊びじゃないから，

そういうことを理解してる人じゃないと困る」などの語りが抽出された。他方，教員に対しては「ずっと

自分の意見を言って，思い通りにならないと不機嫌になるっていうのは困る」また「私たち意見言えなく

なって先生の顔色をうかがいながら意見を言わないといけなくなるのは困ります」などの語りが KWIC
コンコーダンスで確認された。特に，「アドバイスはくれるけど，学生の意見を最優先に考えてくれる人

だったら」などの「アドバイス」の語にくわえ，「学生たちの力を信じてくれるスタンスが必要なのかな」

といった「力」という語は，教員へ求める要望として具体的な要因を示唆する結果と捉えられよう。その

ほか「本当に見守ってくれて，全面的に話に乗って協力してくれる先生」などの「見守る」という語や，

「学生がやりたいと思っていることを応援してくれる先生」といった「応援」などの語も，前出の教員へ

求める要因と捉えられるであろう。 
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ⅤⅤ．．考考察察  

上述の通り，本稿は今日に至る Venus Project の成果と課題を踏まえ，学生と保育機関にくわえて保育

専攻との接続を経て，本学に根付く「明の星メソッド」の体系化を目的として研究展開してきた。四年間

にわたる活動を振り返り，次年度に向けて新たな活動の在り方を学生と共に検討した結果，学内および

学外で保育の学びを一体化していく具体的方策に関して，一定の成果と方向性を示すことができた。 
55..11  VVeennuuss  PPrroojjeeccttがが喚喚起起ししたた「「違違いい」」  

コロナ禍を一つの契機に，保育のニューノーマル模索をテーマに据えて始動した Venus Project では，

オンラインの保育実践による学生と園児との新たなネットワーク構築に乗り出した。客観的指標を基に

学生の内的変容へ迫ったほか，オンライン保育の双方向性を担保する保育の PDCA サイクル構築など，

各課題と向き合いながら現在に至る活動を学生たちはいかに捉えているか。活動前期および後期の双方

で抽出された「違う」という語は，クラスメイトや学生生活の実態と，Venus の活動を相対的に捉える

語りが多岐にわたって確認されたことからも注目に値する。とりわけ保育にかける熱量はクラスメイト

と同等でありながらも，「Venus にかける熱量はまた違うもの」や「授業に取り組む姿勢が違う」など，

活動前期では保育と向き合う姿勢や思いの相違に関する語りが多くを占める結果となった（Figure1）。
こうした「違い」を実感する Venus の活動を通じて，「自分の意見言っても否定する人はいないっていう

のが分かったから言えるようになった」など，「意見」を「言える」といった語が抽出された結果は過去

の活動とも共通する。「初めよりも全然自分の意見を言う自己主張は強くなった」などの語りをはじめ，

自らの意思を他者へ表明する「自己主張」の促進は，学生たちにもたらされる活動成果として，本活動の

代名詞と捉えられるであろう。 
その後，すべてのプログラムを完遂した活動後期では，「学校生活とはまた少し違った場所」として，

「保育の授業とかの専門知識とはまた違う，もっと自分のためになっているっていう気がする活動」を

はじめとした振り返りが確認された。そのなかでも「もうなかったらたぶん全然違った。やってない人と

比べたらもちろん大変だし，でもだんだんと Venus の部屋に行くのが生きがいじゃないけど，週 2 回が

楽しみで」など，本活動に関して「将来を見据えても自分にとって勉強になる大事な時間」と捉えた語り

は枚挙にいとまがない（Figure2）。これらの結果は，玉井（2011）24）
が指摘する大学施設の評価認知と

学生生活の関連性から鑑みて，きわめて重要な知見にあたると筆者は捉えている。彼は教育環境として

の大学施設の評価認知が学生の満足感に影響を及ぼすことを指摘している。すなわち，アカデミックな

物理的環境や温かな人間関係など，単に学生たちのニーズを充たすことで大学に対する満足感を高める

のではなく，大学の本来的な機能と学生が抱く満足感が結びつくことの必要性について言及している。

養成校における限られた修学年限のなかにあって，所定のカリキュラムとは異なる角度から学生の保育

実践力向上に資する活動として，過去の活動と同様に今年度も充分な成果が示された上記の結果からも，

本学の学生にとって本活動の有益性は決して小さなものではなかろう。なによりも，この結果は筆者が

目指す「明の星メソッド」の構築に向けて，本学にしかない特別な学びの在り方へつながる結果としても

十分な成果と捉えている。 
その一方，主にクラスメイトとの間で抽出された「違い」という語は，他に類を見ない活動に従事して

きた学生たちの自負が示唆された反面，「私はこの人たちと違うんだみたいな壁を作るために Venus に

入った，最初は」などの語りを見逃すことはできない。学生からの主体的な参加を募り，共に本学特有の

学びの在り方を模索する活動をうたっていながら，学生間の壁によって排他性を助長してしまう契機と

なってはならない。特に，今年度の活動で初めて抽出された「壁」という語は「クラスメイト」のほか，

「一年生」と「二年生」といった語との間で共起する結果が示された。前出の永井・石田が指摘している
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通り，異なる集団の他者を排除して少人数集団を形成する傾向のある女子が活動の主体となる性質上，

排他的活動への懸念と改善に向けて検討を進めていくうえで，これらは特筆すべき結果と捉えられよう。

以下に，本稿で抽出された「壁」という語を一つの切り口として，今年度の活動で構築された人間関係を

中心に新たな Venus Project の在り方へ向けた検討を深めていく。 
 
55..22  学学生生間間のの「「壁壁」」をを打打破破すするる広広報報活活動動 
まず，活動後期にクラスメイトとの間で抽出された「壁」という語は「まだ Venus やってるの，早く

終わっちゃいなよとか，何そんなつまんない活動みたいなことが聞こえてきて，壁を作っていた」などの

文脈で確認された。くわえて「悪目立ちしてるから Venus って。最初とか結構あって，何あれみたいに

チラチラ好奇の目で見られる対象」など，Venus にまつわるクラスメイトの印象は決して肯定的なもの

ではないことが示唆されている。こうしたクラスメイトの認識に対して，「本当に言い返したかったけど

抑えて，もう悔しい気持ちをやる気に変えて頑張る」や「別に私たちが楽しければそれでいい」といった

語りは，活動に携わる学生たちの反骨精神とも取れようか。さらに「いいでしょ私たち，こういうのして

るんだよっていう自慢したい感じ」などの語りから鑑みて，本稿で確認された「壁」は保育実践力の向上

を目的とした活動に自負を抱く学生と，クラスメイトとの間における認識の差異が起因にあたると推察

されるであろう。一方で，こうした学生間における「壁」は，「こんなやる気に満ちた人たちが集まって

できてるのにどうして壁を作る必要があるんだろう」あるいは「勝手に思っていればみたいに思ってた

けど今は悔しい」など，学生の心情に変化が生じたことも読み取れる。なかでも「Zoom ならではの保育

を考えてやってるって伝わったらもう馬鹿にされない」といった語りをはじめ，活動を振り返る文脈に

他者の存在が垣間見えた結果は，新たな Venus の在り方に関する対応分析の結果と密接な関連性がある

と捉えられないであろうか。 
今回，新たな活動の在り方に関して「広まる」や「広める」といった語を中心に，活動に対する認知が

促進されていない現状とともに，認知拡大をめぐる葛藤が活動後期で示唆された（Figure3）。とりわけ

活動の目的や内容が認知されづらい現況に対して，「別に知らなくてもいいって思ってるから広まらない」

など，活動に取り組む自分たちの姿勢が影響を及ぼす可能性に言及した結果はきわめて興味深いもので

ある。活動前期の時点では本活動に関わる学生や教員の数が増加することにより，活動の在り方が根幹

から揺るぎかねないことに対する不安と拒否感が「嫌」という語で示唆されていた。他方，本活動の展開

を通じて「こういう活動だって大学でもっと広まるといいな」などの語りをはじめ，Venus の認知拡大

を目指す語りが活動後期で数多く抽出された結果は，上述してきた通り，他者に対する「壁」にまつわる

心情変化にひもづく結果と捉えられよう。こうした過程を経て「学校のYouTubeとか広報に載ってない」

また「一年に一回 YouTube にポンって出るくらい」といった現状を踏まえ，「あれに出してもらえたら

人に見てもらえる」など，活動の認知度を向上させる新たな展開の提案に至っている。活動当初の「壁」

に関する語りや「私たちが楽しければそれでいい」といった，閉鎖的で排他的な活動に留まることなく，

ほかの学生や大学との協同を展望するに至った点は，現況に甘受しない学生の姿を如実に示した結果と

捉えられるであろう。こうした結果を踏まえ，活動に対する学内の認知向上について，Venus Project に
関する情報周知の見直しのほか，専攻との連携について今後は検討を進めていきたい。まず，前者の活動

に関する情報周知について，現在は新年度の第一週目に開講する筆者の授業後に，新入生を対象として

活動を紹介している。活動への参加は自由意志で，見学や相談は随時受け付けているが，全体への周知は

４月に行う一度のみである。この点に関しては短大生活の開始直後に情報が周知されるとともに，活動

参加の判断が迫られることで，参加の意思を表明するタイミングを逃している学生が存在していないか。
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ⅤⅤ．．考考察察  

上述の通り，本稿は今日に至る Venus Project の成果と課題を踏まえ，学生と保育機関にくわえて保育

専攻との接続を経て，本学に根付く「明の星メソッド」の体系化を目的として研究展開してきた。四年間

にわたる活動を振り返り，次年度に向けて新たな活動の在り方を学生と共に検討した結果，学内および

学外で保育の学びを一体化していく具体的方策に関して，一定の成果と方向性を示すことができた。 
55..11  VVeennuuss  PPrroojjeeccttがが喚喚起起ししたた「「違違いい」」  

コロナ禍を一つの契機に，保育のニューノーマル模索をテーマに据えて始動した Venus Project では，

オンラインの保育実践による学生と園児との新たなネットワーク構築に乗り出した。客観的指標を基に

学生の内的変容へ迫ったほか，オンライン保育の双方向性を担保する保育の PDCA サイクル構築など，

各課題と向き合いながら現在に至る活動を学生たちはいかに捉えているか。活動前期および後期の双方

で抽出された「違う」という語は，クラスメイトや学生生活の実態と，Venus の活動を相対的に捉える

語りが多岐にわたって確認されたことからも注目に値する。とりわけ保育にかける熱量はクラスメイト

と同等でありながらも，「Venus にかける熱量はまた違うもの」や「授業に取り組む姿勢が違う」など，

活動前期では保育と向き合う姿勢や思いの相違に関する語りが多くを占める結果となった（Figure1）。
こうした「違い」を実感する Venus の活動を通じて，「自分の意見言っても否定する人はいないっていう

のが分かったから言えるようになった」など，「意見」を「言える」といった語が抽出された結果は過去

の活動とも共通する。「初めよりも全然自分の意見を言う自己主張は強くなった」などの語りをはじめ，

自らの意思を他者へ表明する「自己主張」の促進は，学生たちにもたらされる活動成果として，本活動の

代名詞と捉えられるであろう。 
その後，すべてのプログラムを完遂した活動後期では，「学校生活とはまた少し違った場所」として，

「保育の授業とかの専門知識とはまた違う，もっと自分のためになっているっていう気がする活動」を

はじめとした振り返りが確認された。そのなかでも「もうなかったらたぶん全然違った。やってない人と

比べたらもちろん大変だし，でもだんだんと Venus の部屋に行くのが生きがいじゃないけど，週 2 回が

楽しみで」など，本活動に関して「将来を見据えても自分にとって勉強になる大事な時間」と捉えた語り

は枚挙にいとまがない（Figure2）。これらの結果は，玉井（2011）24）
が指摘する大学施設の評価認知と

学生生活の関連性から鑑みて，きわめて重要な知見にあたると筆者は捉えている。彼は教育環境として

の大学施設の評価認知が学生の満足感に影響を及ぼすことを指摘している。すなわち，アカデミックな

物理的環境や温かな人間関係など，単に学生たちのニーズを充たすことで大学に対する満足感を高める

のではなく，大学の本来的な機能と学生が抱く満足感が結びつくことの必要性について言及している。

養成校における限られた修学年限のなかにあって，所定のカリキュラムとは異なる角度から学生の保育

実践力向上に資する活動として，過去の活動と同様に今年度も充分な成果が示された上記の結果からも，

本学の学生にとって本活動の有益性は決して小さなものではなかろう。なによりも，この結果は筆者が

目指す「明の星メソッド」の構築に向けて，本学にしかない特別な学びの在り方へつながる結果としても

十分な成果と捉えている。 
その一方，主にクラスメイトとの間で抽出された「違い」という語は，他に類を見ない活動に従事して

きた学生たちの自負が示唆された反面，「私はこの人たちと違うんだみたいな壁を作るために Venus に

入った，最初は」などの語りを見逃すことはできない。学生からの主体的な参加を募り，共に本学特有の

学びの在り方を模索する活動をうたっていながら，学生間の壁によって排他性を助長してしまう契機と

なってはならない。特に，今年度の活動で初めて抽出された「壁」という語は「クラスメイト」のほか，

「一年生」と「二年生」といった語との間で共起する結果が示された。前出の永井・石田が指摘している

四年間にわたる Venus Project の軌跡
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後期からはオンライン保育の実践が開始されるため，前期の６月前後の時期に改めて，新入生に対して

周知する機会を設けることで参加の有無に関わらず，クラスメイトとの間で活動実践に関する認知向上

に寄与できよう。後者の専攻との連携に関して，現在，本学の保育専攻では地域とともに様々なイベント

を実施する「保育の魅力発信！プロジェクト」のほか，保育に役立つ情報を YouTube でアップしている

「あけたん保育チャンネル」など，学生が主体となる活動が展開されている。こうした多岐にわたる活動

と連動しながら活動実践の場を拡大していくことや，SNS を介して学内外へと情報を発信することなど，

専攻内での連携の余地は多分に残されていると言えるであろう。 
上記の通り，本稿の「壁」という語をひも解くなかで，活動に携わる学生とクラスメイトとの Venus 

Project に対する認識の差異が主因となり，学内における認知度の低さが活動の課題として明示された。

他方，「壁」という語がクラスメイトとの間だけで抽出された語ではなく，「一年生」と「二年生」の語と

共起する結果も明示されていることを見逃すことはできない。したがって，以下では本活動に従事する

学生間の「壁」に焦点をあて，学年を超えた Venus 特有の関係構築における更なる関係深化を図る方策

にアプローチしていくこととする。 
 

55..33  活活動動にに対対すするる要要求求水水準準とと達達成成水水準準のの明明確確化化 
今回，一年生と二年生の間における距離感を「壁」と表現した活動前期において，一年生は上級生との

更なる交流の必要性について，二年生は下級生が活動しやすい環境整備に関して，それぞれ活動後期に

向けた提言を行った。とりわけ前年度の反省を踏まえ，一年生との関係構築に対する二年生の積極的な

姿勢は顕著であり，活動後期に向けた課題解決の展望は充分であったことが読み取れよう（Figure1）。
しかしながら，「一年生」と「二年生」の語に関して「二年生の熱が強くなって，二年生が考えて一年生

はこれみたいな形になっちゃった」や「巻き込まなきゃいけないっていう意識はあるけどできてなくて」

などの語りから，学年を超えた交流と関係の深化に課題を残す結果が明示された（Figure2）。 
上述の通り，Venus 特有の関係性が構築されたことは本稿の結果からも明らかである。それでもなお，

学年を超えた交流と関係性の深化に課題を残した背景に，活動を重ねていく過程における，学生たちの

要求水準の高まりを垣間見ることができないか。保育のニューノーマル模索と新たなネットワーク構築

を目的にオンライン保育の実践を始動した当初，前例のない活動を前に，学生たちの要求水準は不確定

であった。草創期を経て四年目を迎えた現在，「自分も Venus に入ろうと思ったのが自己主張したいって

いう部分が大きくて，過去の先輩方の結果を見て自分もできるようになるかな」など，前例となる活動を

基に明確化された語りは要求水準そのものであろう。そして「でも自分の中で変わってきたことは正直

言うとまだ何もない」とした語りは，活動目標と実践による達成差に基づいた振り返りと捉えられよう。

今年度の活動を通して，自己主張や Venus 特有の関係構築の促進とともに，自己主張の停滞および学年

を超えた関係の深化に課題を残す結果が同時に明示された。こうした相反する要因が同時に示唆された

背景には，活動の骨子が明確化したことに伴う要求水準の向上とともに，達成の水準が定着化した兆候

として，筆者は Venus Project が更なる成長期へ向かう段階に到達した結果と捉えている。 
このように，保育実践力の向上を目的とする本活動の達成水準と，学生が有する要求水準に応えうる

新たな活動の在り方に関して，学生たちは多岐にわたって提案している。まず，本活動において「意見は

自分からあまり言えなかった」などの語りが確認された背景に，「どんなアイディアでもとりあえず言う，

言ってみようっていう思いに至るまでの関係になれなかった」など，自己主張と人間関係との関連性を

示唆する結果がKWICコンコーダンスで多く抽出された。これまで筆者は本活動がもたらす成果として，

自己主張の促進を報告してきた一方で（櫻本；2022；2023），これまでと異なる傾向が示された背景に，

青森明の星短期大学研究紀要　第 50 号
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活動内の人間関係にまつわる諸要因は決して無関係でなかろう。この結果を踏まえ，より密接な交流の

在り方に向けて「前期は交流する場」や「一年生と一コマでも一回だけでも，互いを知る時間を定期的に

取る」など，学生間の交流機会の確保にまつわる語りが抽出されている。さらに「指定席とか決めないで

関係性を深めるってなるとランダムで来た順に座る」など，活動の導入から留意すべき点は関係の深化，

すなわち，学年間の「壁」を打破するうえで効果的となろう。また，活動内容に関して「一年生と二年生

を半分ずつにして互いにしてることを教え合える」など，相互に教え合う関係構築に向けた提案も確認

された。そのほか「私たちが二年生になったら，私たちと一年生を三つぐらいにグループ分けて」など，

小グループにすることで接触頻度の向上を目的とした活動の展開にも言及している。 
ここまで，本活動の成果と課題を踏まえ，活動を共有してきた学生同士，およびクラスメイトとの関係

の在り方に焦点をあて，多様な関係構築が促進される体系作りについて検討してきた。さらに，上述した

Venus Project が新たな段階へ移行する転換期にあって，学外機関との PDCA サイクルが確立した今，

学生間の関係性とともに着目すべきは保育専攻との連携促進となろう。本学に根付く「明の星メソッド」

を構築していくうえで不可欠な保育専攻との学内連携を切り口として，Venus Project の再構造化に焦点

をあてる。 
 

55..44  新新たたなな活活動動のの在在りり方方にに対対すするる不不安安とと要要望望 
現在，Venus Project は本学の保育専攻において特色ある活動として取り上げられる一方，専攻として

ではなく筆者個人の研究活動の域に留まっているのが現状である。したがって，本活動の未来に向けた

活動展開を図っていく過程にあって，活動を支援する教員の体制は常に危惧されるのが実情でもある。

かねてより本活動が抱える課題の人的要因を解消すべく，筆者だけが活動に携わる現行の状況を改変し，

専攻との連携による活動支援の在り方を学生たちはいかに捉えているか。まずは「専攻で，教員も含めて

っていうのは個人的にすごくいい」など，前向きに捉えられた傾向に関して「専門の教員がいると自由度

は落ちるかもしれないけど保育の質は高くなるんじゃないか」といった結果に着目していく（Figure3）。
とりわけ教員との連携を通して保育の専門性や質の向上に焦点化された背景に，「絵本の読み聞かせでも，

うちらはこうした方がいいって思っていることが正しいのかどうか，たまに不安になる」とした学生の

不安は無関係でなかろう。「学生だけでやるっていうのはやっぱり難しいんじゃないかなと薄々思ってて」

といった保育の専門性にまつわる学生の不安が，現行の活動に対する懸念として示唆された結果は特筆

すべきものである。学生が主体となる活動の性質上，保育の専門性と質の担保が課題にあげられたこと

は過去にもあり，学外機関との連携を導入することで保育の PDCA サイクルを確立して対応してきた。

主に，読み聞かせや手遊びのアレンジ方法や，パネルシアターや製作時の声がけなど，現職保育者からの

フィードバックが学生たちに及ぼした影響はきわめて大きなものであった。それでもなお，現行の活動

において学生の懸念が示唆された点は，現職保育者からのフィードバックを受けることができない時期，

すなわち，活動前期における平時の活動時に改善の余地を残していると言えようか。オンライン保育の

実践に向けた前期の準備段階において，専攻の教員による専門的見地に基づいた指導を導入することは，

学内と学外の複眼的視座の基で保育の質の向上を図る，正にうってつけの機会になるであろう。本活動

の新たな展開をもたらす重要な提言と捉え，次年度の活動に反映させる検討を迅速に進めていきたい。 
一方で，「先生の顔色を伺いながら意見を言わないといけなくなるのは困る」あるいは「基本は学生が

中心で活動しているから，あんまり教員が増えてもどうするのか」など，活動の拡大に慎重な語りも確認

された。本活動は絵本の読み聞かせや実験にくわえ，クイズやダンスなど多岐にわたる全プログラムに

関して，学生たちが協同して企画および運営するといった主体的活動を原則としている。こうした活動
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後期からはオンライン保育の実践が開始されるため，前期の６月前後の時期に改めて，新入生に対して
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このように，保育実践力の向上を目的とする本活動の達成水準と，学生が有する要求水準に応えうる

新たな活動の在り方に関して，学生たちは多岐にわたって提案している。まず，本活動において「意見は

自分からあまり言えなかった」などの語りが確認された背景に，「どんなアイディアでもとりあえず言う，

言ってみようっていう思いに至るまでの関係になれなかった」など，自己主張と人間関係との関連性を

示唆する結果がKWICコンコーダンスで多く抽出された。これまで筆者は本活動がもたらす成果として，

自己主張の促進を報告してきた一方で（櫻本；2022；2023），これまでと異なる傾向が示された背景に，

四年間にわたる Venus Project の軌跡
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へ自発的に参加する学生たちにとって「こうしなさいって構成全部与えられてやっていくのは違うから

見守ってほしい」または「私たちがしたいって言ったことを後押して見守ってくれる先生がいい」など，

「見守る」体制に対してニーズが高まるのは当然であろう。したがって，活動拡大への慎重な背景には

「支配みたいになるのは嫌で，自分たちで決めた意味もなくなる」や「今週はこれやる，これやってとか

だったら嫌」など，教員主動の活動へ変化する懸念や拒否感が影響を及ぼしていると捉えられよう。教員

からの専門的な助言を求める一方で，個々の自発性を損なわないアドバイスで活動の後方支援を求める

結果から，自発的に活動へ参加する学生たちの力を信じて見守る姿勢が我々に求められる体制とされる

であろう。 
最後に，新たな活動の在り方に関して，活動前期では「嫌」という語で表現された拒否感は，教員に

「アドバイス」や「応援」を求めるなど，活動後期において捉え方に変容の兆しが確認されたものの，

「教員を増やすのはちょっとまだ分からない」など揺れ動く学生の姿も浮き彫りとなった。なによりも，

本稿で俎上に載せた Venus project と専攻との連携による活動支援に関して，実際に専攻内での検討や

情報共有は現時点で深まりをみせていない。今年度の活動で明示された上記の結果を基に，学生の保育

実践力向上に向けた主体的活動を保育者養成に関わる全員で後押しできる体制を整えるべく，引き続き

学生と共に専攻教員との間で検討を深めていく一つの契機としていきたい。 
 

ⅥⅥ．．結結論論  

本稿は，本学に根付く「明の星メソッド」の体系化を目指し，学生と保育機関にくわえて保育専攻との

接続を経て，学内および学外で保育の学びを一体化する具体的方策の検討を進めてきた。クラスメイト

や学年間での壁が示唆された一方で， SNS などを介した活動の周知拡大や，学生間の接触頻度の向上を

目的とした活動展開など，ほかの学生や大学との協同が展望された。また，今日に至る Venus Project の
成果と課題を基に，排他的活動に留まることなく次年度に向けて新たな活動の在り方を検討した結果，

既存のカリキュラムと異なる角度から学生の保育実践力向上に資する活動としての有益性が示された。

コロナ禍を契機として時代に定着したオンラインに関して，オンライン保育実践を介して学外機関との

連携のもと，在学生のみならず卒業生を視野に入れた学びの仕組みをアカデミックの場に構築する試み

は管見の限りない。本学でしか経験することができない学びを学生に届けるべく，青森明の星短期大学

に特有で，ここにしかない学びの仕組み作りを引き続き追い求めていきたい。 
他方，本学に根付く「明の星メソッド」を構築していくうえで不可欠な専攻との連携に関して，実際に

専攻内で活動支援の検討や情報共有を図ることができていない。本活動の未来に向けた活動展開を図り，

他に類を見ない本学特有の学びの在り方を構築していくうえで，筆者個人の研究活動には限界があろう。

本活動を介した新たな学生支援に関して，本稿の結果を一つの契機に専攻内で検討を重ね，学生と共に

Venus Project の再構造化へアプローチする体制構築は次年度の課題と捉えている。しかしながら、活動

に携わる学生の集団凝集性や自発性を損なうことがないように，個々の要望や思いを丁寧にヒアリング

することを最優先事項に据えて学内連携を進めていく必要がある。また，学外機関との PDCA サイクル

について，卒業生を交えたスーパービジョンの定着に関しては，現場における業務との兼ね合いからも，

連携機関との間で更なる検討が必要となる。学内および学外における連携の強化は，引き続き本研究の

課題として捉えて検討を続けていくこととする。 
コロナ最盛期に園児や学外機関との新たなネットワークを構築し，現職保育者との PDCA サイクルの

確立を経た後，保育専攻との学内連携を見据えるに至るまで，多様な変容を辿る学生たちの動向を最も

近くで目の当たりにしてきた。短期大学の２年間という修学年限のなか，所定のカリキュラムを超えた

青森明の星短期大学研究紀要　第 50 号
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課外活動へ自らの有限な時間を注ぎ込む体験が，個々にもたらす影響はきわめて甚大である。必修科目

でもなければ卒業要件でもない課外活動に邁進する原動力こそ，「今，ここ」にしかない活動への参加を
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ものではなかったが，「ここに来てよかった」という言葉を本学の学生たちと分かち合える方法論こそ，
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明の星短期大学にしかない学びが本学の強みとして，学内および学外に認知されるその時まで，学生と

並走するこの歩みを止めることは決してない。 
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「子どもの学習支援」における

大学生ボランティアが行う支援の構造について

～ひとり親家庭の子どもに対する学習支援活動の実践から～

An Overview of the Support Structure Provided by University Student 
Volunteers for Children’s Learning Assistance:

Based on the Practice of Learning Support for Children in Single Parent Families

最　上　和　幸
MOGAMI Kazuyuki

要　旨

　本研究は，ひとり親家庭の子どもの学習支援の取組において，大学生ボランティアに対するインタ

ビュー調査から支援の構造を明らかし，考察を加えることを目的とした。

　調査の結果，学習支援を構成する要素として，【" 外 " から " 内 " へ】，【ナナメの関係】，【エンパ

ワメント】，【みんなの居場所】，【時間による醸成】，【不全感】の６項目が明らかとなり，項目間の関

係性から支援の構造が示された。ここから，①学生が「ナナメの関係」を駆使して支援していること，

②学習支援活動は，学習支援を通じて，子どもの生活課題を解決する力を育成していく活動であるこ

と，③１対１の関係を基本とする学習支援の構造は，支援の目的や対象の違いによる葛藤を解決する

方法となること，④学習支援の前提となる対等なパートナーシップの形成には，非専門的で年齢の近

い支援者の存在が重要となることが確認された。

キーワード：子どもの学習支援　大学生ボランティア　ナナメの関係　子どもの居場所

１．研究の背景

　子どもの貧困は，子どもの成長発達の様々な面に影響を与えるといわれている。「青森県子どもの

生活実態調査」（2019）では，困窮家庭にある子どもやひとり親家庭にある子どもには，学力が低く，

学力以外のがんばる力や自己肯定感が低い，孤立感が高い，将来展望を持ちづらい，自尊感情が低い，

という傾向がみられる。この傾向は，このような家庭での養育環境が要因と考えられ，こどもの貧困

の解消に向けた対策の推進に関する法律の理念に照らすならば，家庭環境に左右されず，子どもの成

長・発達を支援していくことは社会の責務であると言ってよい。経済協力開発機構（2022）では，学

力（認知的スキル）と目標の達成や他者との協働，感情のコントロールなどの学力以外スキル（社会

情動的スキル = 非認知的スキル）は，相互に作用し合って子どもにプラスの効果をもたらすとされ

ており，これらを両方同時に伸ばす支援が求められる。

　この意味において，子どもの学習支援１）は，家庭での養育環境に課題がある子どもの認知的スキ

ルと非認知的スキルの両方を高める取組みとして注目される。子どもの成長発達の権利を保障する取

組みとして，子どもの育成環境と教育機会均等の両者を一体的に実現できる子どもの学習支援が政策

的に進められている。2022年６月の児童福祉法改正では，新たに「児童育成支援拠点事業（同法第６

条の３第20項）」として，養育環境等の課題を抱える児童を対象とし，学習支援など子どもの居場所

を開設して相談等を行う事業が法定化された。このように，子どもの学習支援について調査研究を行



青森明の星短期大学研究紀要　第 50 号

―　22　―

うことは，子どもの成長・発達の権利を保障する取組みを推進する上で意義がある。

　子どもの学習支援は，生活困窮世帯等の子ども，ひとり親家庭の子ども，児童養護施設等で暮らす

子どもに対する学習支援のほか，非行少年を対象とするもの２）など，養育環境上の理由などを背景

として課題を有する子どもに対する支援の方法として実践されてきた。生活困窮家庭の子どもを対象

とした学習支援の取組みに関する変遷を概観すると，当初は貧困の連鎖解消に向けた基礎学力向上を

主眼とする進学指導に比重があったが，居場所的機能も併せ持ち，子どもの生活力や非認知能力など

多元的能力の養成の役割が期待されるようになり，さらには，それらの能力の基盤となる家庭にも目

が向けられ，世帯・養育支援を含めた子どもの生活支援の意味合いも持つようになっている。近年，

政策的な後押しもあり，子どもの学習・生活支援事業に取り組む自治体は増加する一方，学習支援に

関する役割の多様化が進んだことで学習支援の目的や作用，もたらす効果も多様化してきている。そ

れに伴い，その研究も未だ途上にあるといえる。

２．研究の目的

　本研究は，現在ひとり親家庭の学習支援を行っている団体の活動を取り上げ，支援を行う大学生ボ

ランティアの側から，支援の目的である子どもに身につけて欲しい力，伸ばしたい子どもの力をどの

ように捉えて，子どもとどのように関わっているのか，また，活動による子どもの変化をどのように

受け止めているか，についてインタビュー調査を実施し，その意識を探ることで，学習支援の構造を

明らかにし，先行研究で得られた知見を踏まえて考察を加えることを目的とする。

３．研究の方法

（１）調査の対象

　本研究の調査対象は，Ａ県Ｂ市において，民間の研究会Ｃが，ひとり親家庭の子どもたちを対象

に自主的に行っている学習支援活動に参加する子どもたちと大学生ボランティアとした。本活動は，

2013（平成25）年の活動開始時から筆者が主宰しており，本稿はその活動状況の記録に基づくもので

ある。

　活動は，毎週土曜日の午前中，主に小学生・中学生を対象に，子どもと大学生が原則として１対１

となり，子どもが持参した課題を子ども自身が取り組めるよう，大学生がサポートする形式で行われ

る。学習時間は概ね２時間で，途中おやつと飲み物を摂りながら15分程度雑談できる時間を設けてい

る。学習会のほか，お花見会，キャンプ，クリスマス会，卒業を祝う会など，季節に応じた行事も取

り入れている。

　参加する子どもは，「ひとり親家庭の子どもであること」以外の要件は設けていない。子ども本人

が納得して参加を決定し，退会も自由としている。大学生は，本学習支援を主な活動内容とする大学

サークルに加入している者である。「大学生であること」以外の要件は設けていない。

　2021（令和３）年10月現在での登録児童数は，小学校２年生から中学校３年生までの９人で，イン

タビューで話題の中心になったのは，本活動には３～５年継続して参加している中学校３年生である。

また登録大学生は25人であり，このうち調査対象の大学生は，４年生男子１人，３年生女子３人，２

年生男子２人であり，４年生男子はインタビュー調査の補助者も兼ねている。支援の経験年数につい

ては，いずれも大学１年生時からこの活動に参加している。

　なお，2020（令和２）年度の実績は，新型コロナの影響もあり，実施回数は50回，延べ参加児童数

は280人，延べ参加大学生数は520人，子ども１人当たりの大学生は1.86人となっている。

（２）データの収集方法

　データ収集方法は，筆者による大学生に対する半構造化面接の手法によるグループインタビューで

ある。インタビューは Zoom により，2021年10月，休憩を挾みながら約３時間行った。
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　インタビューは，①学習支援活動をする中で，勉強に向かっていけるようになるために子どもにど

のような力がある又は不足していると感じているか（支援課題），②普段大学生は，どのような働き

かけを行っているか（支援内容），③学習支援を続ける中で，子どもがどのように変わってきたと受

け止めているか（支援効果），最後に，④学習支援活動を通じて自分自身にどのような変化があった

か，について個別の子どもとのかかわりや具体的なエピソードを交え自由に話してもらった。

（３）研究の手法

　研究手法は KJ 法によった。まず，グループインタビューのデータから逐語録を作成して精読し，

大学生が行う支援の構造というテーマに関連するひとまとまりの文章2032文を抜き出し，その文章単

位の主旨を要約した元ラベル203枚を作成した。次に，その元ラベルを用い，「探検ネット」を作成し

た後，「多段ピックアップ」によって40枚のラベルを精選し，対象ラベルとした。最後に，その対象

ラベル40枚を用いて，狭義の KJ 法により段階的に統合し，それらを図解した上で，ストーリーとし

て文章化した。

（４）信頼性と妥当性の確保

　一連の作業は筆者が一人で行ったが，作成された KJ 法の実施過程，図解及び文章化された内容は，

本学習支援活動のスタッフであり，また KJ 法の研修を受講済みの大学教員の確認を受け，分析結果

の妥当性及び信頼性の確保に努めた。

（５）倫理的配慮

　調査に当たっては，東北福祉大学倫理審査委員会の承認 (2021年９月29日付け受付番号 :62修正 ) を
得た。調査対象者（大学生）には，事前にプライバシー並びに倫理上の配慮などを記載した「調査研

究の概要」を送付し，同意書を徴収した。また，調査対象者（子ども）については，保護者にも同様

の「調査研究の概要」を送付し，自分の子どもを対象とすることについて同意又は不同意とする機会

を保障した。

４．結果

（１）支援の構造を形成する６項目の内容

　大学生が行う学習支援活動の支援の構造について，40枚の対象ラベルから６項目に整理された。そ

の項目及び項目同士の関係性は図１に示すとおりである。

　以下，それぞれの項目について説明する。結果の【　】は支援の構造を構成する項目（シンボル

マーク）を表し，［　］は下位ラベルを表す。

①【" 外 " から " 内 " へ】学生は，子どもを客観視する立場から，一緒に楽しむ立場に変化した。

　この項目は，大学生の参加時点から活動期間中の，子どもに対する向き合い方の変化を示している。

［最初は壁を張っていたけど，今は，実際に接してみてどういう子か知ろうと変わった］，［興味本位

で入ったけど，学生が企画して子どもの笑顔が見れると，良かったと思える］とあるように，主体と

なって子どもと一緒に楽しむにつれ，活動することの充実感を得ている。

②【ナナメの関係】子どもを中心にタテ・ヨコ・ナナメに学生が立ち位置を変えている。

　この項目は，支援に当たって大学生がどのような立ち位置を取っているかを示している。一つはタ

テの関係である。［子どもに「やってみせ」「やらせてみせ」る。］のように，大学生が上に立つ立場

で，子どもを指導していく立ち位置である。具体的には［数学は，大きい紙に１問ずつ，数字の移動

の仕方を一緒に書いていくと理解できる］というように，大学生がリードして，子どもに合わせた学

習方法で勉強を教えていくスタイルである。二つ目はヨコの関係である。［長時間勉強するのが苦手

なので，途中にお話を入れて，リフレッシュしている］のように，勉強から離れて，友だち同士の関

係になっておしゃべりをしている。調査対象の活動では，「おやつの時間」を設け，女子同士で学校

のこと，友だちのこと，趣味や芸能のことなどで盛り上がり，男子同士では子どもが持参したポータ

ブルゲーム機で，大学生と子どもが真剣に対戦を繰り広げている。三つ目はナナメの関係である。こ



青森明の星短期大学研究紀要　第 50 号

―　24　―

のナナメの関係は２方向でみられる。一つは，大学生が斜め上，子どもが斜め下の立ち位置で，大学

生が［子どもが持っている力を引き出し，伸ばす関わりを行っている］ものである。［本を読むので，

面白いものを提案して，自分の「好き」を追求できるサポートをしたい］というように，勉強以外の

子どもの強みを見つけ，子どもの興味の範囲を広げ，好きなものに取り組む力を高めようとしている。

もう一つは，子どもが斜め上，大学生が斜め下で，［普段消極的な子どもが自発的に行った行為を見

逃さず，認め，褒める］という位置に立つものである。与えられた課題に対して主体的には取り組ま

ない子どもに対しては［キャンプで「（食材の）切り方こうだよ」と教えてくれ，面倒見がいい子だ

という印象です］というように，調理の苦手な大学生に対して，子どもが上から目線で発した言葉に，

大学生が「教えてもらう」立場で斜め下から関わり，その子の「面倒見がいい」という側面をプラス

評価している。

　また，ナナメの関係は，場合によって主客が逆転する。［彼には知識を教えたい欲と，共有したい

欲があるので，反応の使い分けを意識している］ように，大学生はそのときの子どもの様子を判断し

て，上下に立ち位置を変えている。

　子どもによって大学生との関係の取り方にいくつかのタイプが見られた。縦軸をタテの関係とし，

タテの関係で支援する際の指導に従う度合い（子どもの向上心）を取り，横軸をヨコの関係とし，ヨ

コの関係で支援する際の大学生との関係性の程度を取ると，図２のようになる。

　子どもが持っている力を引き出し伸ばす方向で支援関係が成立するタイプを「ナナメ向上型」，大

学生と子どもとのナナメの関係が転換し支援関係が成立する「ナナメ転換型」，ヨコの関係で大学生

と友だち関係を楽しみ，タテの関係で大学生の指導に従って勉強するが，大学生に弱みを見せず，ナ

ナメの関係が成立しない「Ｌ型」，逆にヨコの関係で大学生と友だち関係はとれるが，大学生が上に

立つことを嫌い，支援に関する向上心が見られない「Γ ( ガンマ ) 型」，最初は大学生との友だち関

係からスタートし，関係が深まるにつれ徐々に大学生の支援を受け入れ，指導に身を委ねていく「扇

図１　最上（2024）における大学生ボランティアが行う支援の構造



「子どもの学習支援」における大学生ボランティアが行う支援の構造について

―　25　―

上向型」の５類型が見られた。

③【エンパワメント】学生は，子ども

の話に耳を傾け，いいところを活用し

てスキルを伸ばそうとしている。

　この項目は，大学生がどのような視

点で支援を行い，子どもたちの何を伸

ばそうとしているかを示している。ま

ず，支援の視点として，［学生は，積

極的に子どものいいところを見つけ

ようとしている］。子どもとのやりと

りの中で［「自己覚知しているな」と

思っていて，自分の障害のことをよく

自分で分かっている］と感じたり，子

どもの勉強に対する向き合い方をみて

［分からないとこをあやふやなままに

しない点，深くまで聞いてくる点が長所だと思う］と感じるなど，支援の中で子どもの強みを観察し

ている。その上で，［学校生活・家庭生活に対するもやもやを傾聴している］とあるように，家庭生

活・学校生活の中で子どもが抱えてきた不満を引き出し，言語化させて共有し，子どもに返す形で明

確化できるように努めている。

　学生はこのような支援の視点や姿勢によって，［子どものスキルを高めていきたい］という目標を

持っている。［人見知りだけど，「この人は大丈夫だ」って思ったら，自分の方から話してくれる］と

いう子どもに対しては，時間をかけながら安心感を与えて子どもとの距離を縮め，対人関係力を伸ば

そうとしている。また，嫌なことに巻き込まれるストレスを軽減させるため他人との関わりを避ける

行動をとってきた子どもに対しては，［人に合わせる技術は，私が見本を見せる。拒否されてもちょ

こちょこ本人に言ってみる］とあるように，ストレスにならない最低限のコミュニケーション力を

持って欲しいと，あの手この手で努力している。こだわりがあり，勉強に向かうまでの時間がかか

るため，親からは「やる気スイッチがどこにあるか分からない」と言われている子どもに対しては，

［スイッチが入る前のやりたそうなことを探ってから，集中できる環境を作れたらいい］と，環境を

改善しつつ，自分に自信を持たせ，達成感を得られるようにしている。家でも，塾でも，この学習会

でも決して弱音を吐かない子どもに対しては，［振り返ってみても，（彼が弱音を吐いたことは）あん

まり記憶にない］とあるように，勉強に前向きに取り組む子どもの良さを見ている一方で，その子が

弱みを見せないことにも気付いていて，「弱音を吐ける力」をもって欲しいと思っている。

④【時間による醸成】子どもと学生の予期せぬ出会いから，集団が形成されて子どもが良く変わって

いく。

　ここでは，大学生と子どもが出会い，集団の中で時間を共有することにより，子どもが良く変化し

ていくことを示している。

　学習支援の場は，知らない者同士が初めて出会う場である。そこには［子どもとの最初の出会いに

は予期せぬドラマがある］というように，最初に付いた子どもから完全な無視を体験した大学生は，

［心の強さも鍛えられたかな。あれは自分の人生の中でショックな出来事でした］と，子どもの試し

行動にショックを受けることもある。しかし，［子どもと仲良くなるきっかけは，突然やってくる］。

［きっかけは思い出せないのですが，趣味とかの話で，仲良くなれたかな］と，大学生側からの働き

かけの結果ではなく，子どもの方から支援者として「認められた」ことにより関係が構築できること

もある。

　このような関係性の深まりは，参加している子ども・大学生集団の変化からも生み出される。学習

会に［小さい子が入って，お姉ちゃんとしての関わりが見られるようになった］とあるように，大学

Γ

図２　最上（2024）における　　　　　　　　　　　　
　学習支援にみられる「ナナメの関係」概念図
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生と中学生の間で見られたナナメの関係が［年下の子が来てナナメの関係が再現されている］。［メン

バーの関係性の変化が，良い影響を与え合っている］というように，１対１を基本とした学習支援を

集団の中で行うことで，集団の力学が働いていることが確認されている。

　このような活動が［継続することで，いつの間にか子どもは良く変わっていく］と大学生は感じて

いる。［特定の学生が連続で付いたおかげで，自分で問題解きましたというのが多くなった］とある

ように，関係性の継続性による影響が大きい。また，担当以外の大学生から［子どもから話し掛けて

くれるようになったりするので継続することが大事だと思った］という意見が出るなど，行事などを

通じて大学生と子どもが同じ時間を共有していくことで，少しずつ自分の課題を解決できる方向に変

化している様子が確認される。

⑤【みんなの居場所】子どもにとっても学生にとっても，学習会が居場所になっている。

　ここでは，学習支援の場が，子どもだけではなく，大学生にとっても「居場所」になっていること

を示している。子どもにとっては，［授業でいう「居場所づくり」として，子どもたちが思いを吐け

る場所になっている］というように，子どもが大学生と十分な関わりを持てる場となっていることを

活動の中で実感している。一方大学生にとっても，新型コロナウイルス感染症により１か月間サーク

ル活動が禁止されたことで，［土曜日の午前中に参加するっていうリズムがあるので，学生にとって

も居場所だと思う］と改めて自分にとっても居場所になっていたことを再確認している。

⑥【不全感】学習会での関わりでは手が届かない，子どもの生活環境や家庭環境が心配になる。

　この項目は，学習支援の関わりだけでは支援の手が届きにくい子どもの生活環境・家庭環境を気遣

い，もどかしく思う大学生の気持ちを示している。

　親から受験勉強のプレッシャーを受けている子どもについて，［不安から「今，点数上げるのにど

うすればいい」と聞いているようで不安に感じる。］というように，学習会の場で子どもの不安を取

り除く関わりだけでは足りず，親子関係の問題を心配している。スマホを持ててその子の世界が広

がったことを喜ぶ反面，［最近，通販でグッズを何千円と買うので，「お金大丈夫なのかなぁ」と，心

配している］と，経済状況や家庭内での生活状況を心配している。家でも塾でも学習会でも勉強に取

り組んでいる子どもに対して，心が折れてしまわないか心配しながらも，学習会の場では［何時に起

きたとか，最近どこ行ったとかの話は，ちょこちょこしている］程度しか子どもに関わることができ

ないもどかしさを感じている。

（２）６項目の相互関係

　大学生による子どもの学習支援を構成するこれら６つの項目の関係性については，次のような構造

が浮かび上がった。

①【" 外 " から " 内 " へ】から【時間による醸成】を経て，【みんなの居場所】へ行く流れ。

　大学生は，参加当初は子どもを支援の対象として客観視する立場だったが，１対１の支援や参加集

団の力により関係が深まっていき，子どもと同じ目線で子どもの話を聞き，支援することに喜びを感

じていき，学習支援の場が大学生に取っても居場所となっている。

②【ナナメの関係】により，【エンパワメント】され，【みんなの居場所】へ行く流れ。

　大学生は，「ナナメの関係」で，子どもの強みを探し，子どもの話を傾聴し，勉強を軸とした学校

生活・家庭生活の中でのその子の課題を見つけ，解決できる力を引き出そうとしている。そのことで，

この学習支援の場が，子どもにとっては安心して継続して通って来ることができる第三の居場所と

なっている。

③【ナナメの関係】により，【エンパワメント】され，【みんなの居場所】へ行く流れを【時間による

醸成】が支える構造

　大学生が子どもの解決する力を引き出す支援は，１対１の関係による大学生と子どもが一つの大き

な集団を形成し，年間の行事や子どもや大学生の入れ替わりによる変化がもたらす集団の力が影響を

与え，大学生の活動を底支えしている。

④学習支援による【エンパワメント】では手の届かない家庭環境上の課題に対する【不全感】
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　大学生は支援の中で感じる子どもの生活環境や家庭環境上の課題について，学習支援によるエンパ

ワメントだけでは解決困難な大きな課題を感じている。

５．考察

（１）ナナメの関係

　先行研究では，学習支援での「ナナメの関係」に言及したものは少ない３）。枝廣（2020:19）は、

笠原（1977）を引用し「斜めの関係」を「タテ軸に位置する親や教師といった指導的な立場とヨコ軸

に位置する同輩友人の中間に位置する，“間”の関係性である」とした上で、笠原の「叔父－甥」の

ような比較的年齢差のある「斜めの関係」に対して、大学生と中学生のような比較的年齢差の近い

「斜めの関係」を「ナナメの関係」として区分している。指導的関係は，責任関係としても捉えるこ

とができ，澤田（2019:30）は，「子どもに対して育て導く責任を負っている親や担任教師は，（中略）

情緒的に巻き込まれた関わりとならざるを得ず，これがタテの関係の特徴といえるだろう。一方で，

その子どもを育て導く責任が軽くなればなるほど，情緒的に距離をとることができ，目の前の子ども

を育ちつつある一人の子どもとして冷静に受け止めることができ，一人の大人として意見を返してい

くことができる」，という特徴を有しているとしている。

　豊嶋（2004:34-37）は，" 縦 " を垂直的地位差に基づく関係から拡張し，「斜めの関係」を，親子

や教師の視点と違う視点から子どもを捉え，親や教師と違う世界に連れ出す関係，としている。ま

た，「地位高低差変換」という視点を導入し，不登校生を対象とする適応指導教室に通級する生徒と

サポーターとの関係について，「通室生がサポーターに気遣いをしたり，サポーターの知らないこと

を教えることを好む」など，「斜め上の位置からサポートする構えでいたサポーターにとって，斜め

下の通室生からサポートを受ける上下逆転」が生じており，それを「逆ナナメの関係」としている。

そして，この「逆ナナメの関係」は，適応指導教室における「自己の存在感や自己効力感を確認させ，

（中略）有能・適格感を引き出す」としている。

　今回の結果においても，子どもと大学生の間で，「ナナメの関係」が確認された。子どもが潜在的

に持っている力を，自覚させるように引き出す関わりや，子どもに対して勉強以外の興味の持てる世

界を提示する関わりは，まさに「ナナメの関係」といえる。また，子どもの「知識を教えたい欲」に

斜め下から対応し，子どもが「上から目線」で自発的に行う行為に対しては斜め下から「感謝」を表

す大学生の行動には「ナナメの関係の逆転」がみられている。このような逆転は，大学生に対して

「弱み」を見せない子ども（Ｌ型）や大学生が上から引き上げる態度に抵抗を示す子ども（Γ（ガン

マ）型）に対して，自己効力感を高める効果が期待できる。

　松村（2020:58）は，学習支援における「ケアの作用」を支援者が「子どもへの学習を教えるなか

や居場所での交流を通した気遣いや配慮といったもの」としているが，具体的な立ち位置については

報告されてない。今回の調査では，この「気遣いや配慮」の具体的な動きとして，「ナナメの関係」

に着目することで，大学生が「斜め上」の位置からばかりではなく，「斜め下」からも示されている

ことが確認された。

（２）学習支援が着目する非認知的スキルを高めることによる生活課題の解決力

　今回の結果の中で確認された「子どものスキル」は，対人関係力，コミュニケーション力，自信や

達成感，弱音を吐ける力である。これらは，いずれも家庭や学校，友人関係において子どもが十分発

揮できない力として大学生が捉えており，学習支援を通じてそれらの力を引き出すことで，一人ひと

りの子どもの生活課題を解決できるよう支援していることが確認された。

　松村（2020:123）は，制度政策面，理論面及び実証面の検討から，子どもに対して「学習支援によ

るケアの作用により，レジリエンスを構成する効果がもたらされる」としているが、これらのスキル

はいずれも，非認知的スキルを構成するものであるということもできる。学習支援活動は，学習支援

を通じて，貧困状態により育成が阻まれている非認知的スキルを高める活動であり，学力の向上だけ
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でなく，子どもの現在及び将来に向けた生活課題を解決する力を育成していく活動であるということ

ができる。

（３）学習支援の目的や対象の違いによる葛藤と解決方法

　成澤（2018:18）は，「貧困対策としての学習支援は，多様な貧困層の進学を可能とする点で意義が

あり，さらに『居場所づくり』を行うことによってより多様な層の包摂を可能としていたが，『居場

所づくり』を行うほど『学習支援』という目的を果たせなくなり，その一方で『学習支援』に特化す

ると学習不適応層を排除せざるを得ない」ことを指摘している。学習支援の目標や役割が多様化した

ことにより，学校・家庭・地域から排除された子どもが学習支援の場からも排除される「二重の排除

メカニズム」（成澤2018:20）が指摘されている。

　学習支援の場には，自分の得意分野で分からないところを深くまで聞いてくる子もいれば，学習は

答えを写して終わって，あとの時間は大学生と家庭や学校の不満を話すことに費やす子もいる。大学

生との１対１の関係は，「学習支援という『枠』＝勉強をするために来る場であるというお約束」の

中で，柔軟に子どものニーズに対応できる関係性として用意されている。また，この関係性を保持し

たまま，学習会全体が大きな集団を形成し，子どもが「いろんな人と交流できている」状況が作られ

ている。このことから，子どもと大学生の１対１の関係を基本とし，それらが一つの大きな集団を形

成する学習支援の構造は，学習支援の目的や対象の違いによる葛藤を解決する一つの方法として考え

られる。

（４）非専門的で子どもと年齢の近い大学生ボランティアを活用した支援の重要性

　豊嶋（2014:33-35）は，適応指導教室への大学生サポーターの派遣の取組みを報告する中で，「対

人配慮・共感性・自己受容性の高さによって選抜を受けた学生サポーターが，これらの適応促進要因

を満たしていったことが有効だった」としている。そしてこの関わりは「専門的な心理臨床関係の中

から得られたものではなく」，「あくまで非専門的から準心理臨床的なスペクトラムでしかない『サ

ポート』関係から得られた」ものであるとしている。不登校の子どもたちに対する大学生サポーター

が「ナナメの関係」でもたらす効果は，教育学的・心理学的専門性でもなく，非専門的から準専門的

なレベルでのサポートであったといえる。

　非専門的な素人が青少年に支援を行うものにメンタリング・プログラムがある。メンタリング・プ

ログラムとは，「成熟した年長者であるメンターと，若年のメンティとが，基本的に１対１で，継続

的定期的に交流し，適切な役割プログラムの提示と信頼関係の構築を通じて，メンティの発達支援を

目指す関係性」（渡辺2009:1）であり，1980代以降米国で発展した問題を抱えた青少年支援のプログ

ラムの一つである。本テーマにおける学習支援も，これらメンタリング・プログラムの一種であると

いえる。このように，支援の前提となる対等なパートナーシップの形成には，非専門的で年齢の近い

支援者の存在が重要となるものと思われる。

６．おわりに

　今回の調査研究によって，学習支援における大学生の支援活動に関する先行研究では，十分明らか

にされてこなかった「ナナメの関係」が明らかになった。また，学習支援において，支援する大学生

が育もうとする力は学力だけでなく，非認知的スキルを高めることによる子どもの生活課題を解決す

る力であることが確認された。また，昨今の学習支援に求める役割の多様化が，学習支援の場から子

どもを排除することに繋がっているという指摘に対しては，子どもと大学生の１対１の関係を基礎と

しつつ，その集積からなる複層的関係が「学習支援」と「居場所」の両立を可能にしていると考えら

れた。さらに，非専門的で子どもとの年齢の近い大学生ボランティアが支援することにより，成熟し

た年齢の専門職では難しい対等なパートナーシップの形成が可能となり，子どもをエンパワメントし

ていく上で重要な存在であることが確認できた。

　今回の調査は，一地域の一団体での活動について支援を行う大学生を対象としたものであり，一般
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化することはできない。今後は，子どもを対象とした調査を行うとともに，「ナナメの関係」を中心

とした支援がもたらす効果について，さらに多くの事例を調査していきたい。

　注

１）「子どもの学習支援」とは，生活困窮者である子どもに対し，学習の援助を行う事業（生活困窮

者自立支援法第３条第７項第１号）をいい，「『貧困の連鎖』を防止するための取組として，学習

支援を中心としながら，居場所の提供や体験学習を通じた相互の交流やコミュニケーションを図

る」（平成31年３月29日付け社援地発0329第10号厚生労働省社会・援護局地域福祉課長通知「生

活困窮者自立支援法に基づく子どもの学習・生活支援事業の推進について」）ものである。ここ

では，その対象を生活困窮世帯に限らず，ひとり親家庭，非行少年等家庭環境上の理由により支

援が必要な児童として捉える。

２）本調査研究が対象とした活動は，試験観察中の少年を対象とする学習支援から始まり，保護観察

所関係の BBS，児童自立支援施設での学習支援と活動が広がり、その延長としてひとり親家庭

の子どもへの学習支援が展開されている。宮崎 (2009), 村田 (2009), 最上 (2010) 参照

３）学習支援での「ナナメの関係」に言及したものとして、尾崎 (2018)、笹倉・井上 (2021) がある。
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介護福祉コース学生による福祉施設への寄付活動を通じた

社会貢献活動への意識調査

A Survey of Awareness of Social Contribution Activities Through
Donation Campaigns to Welfare Facilities by Students in the

Nursing and Welfare Course

芳　賀　砂智子
HAGA Sachiko

要　旨

　本研究は、ウエス・ドネーション・プロジェクトというボランティア活動に参加した学生を対象に、

社会貢献活動に対する意識の変化を調査することを目的に実施した。アンケート結果から、参加した

学生のボランティア活動への意識や社会貢献意識が向上し、満足度や達成感を得ていることがわかっ

た。特に活動の楽しさや施設職員・利用者からの感謝の言葉が、ボランティア活動に対する積極的で

継続的な参加を促進したことが示唆された。また、ボランティア活動が学生たちの社会貢献意識を高

めると同時に自己成長の機会を提供する貴重な体験となっていることが示された。このことから、地

域社会との連携や多職種協働の重要性と捉え、利用者が望む生活を地域で実践できる介護福祉士を育

てていくために、地域の福祉施設との連携強化、学生の主体的活動を支援する体制の整備の必要性が

示唆された。

キーワード：寄付、ボランティア、社会貢献活動、介護福祉士

１．はじめに

　学生たちは福祉施設での実習で、各施設がウエス不足とその準備作業に時間を割けずにいる実態を

知った。施設ニーズと課題解決のために、本学の介護福祉コース学生が中心となって立ち上げられた

ウエス・ドネーション・プロジェクトは、家庭で不要になったタオルや衣類をウエス（雑巾や清掃用

の布）に加工し福祉施設に寄贈することで、施設の日常的な消耗品不足を補うことと、施設職員の負

担軽減を目的にしている。学生たちが実習を踏まえ、自主的に立ち上げたプロジェクトを通じて、資

源の有効活用とともに地域社会への貢献を両立させている。

　このように、ウエス・ドネーション・プロジェクトは本学のプロジェクト活動であると同時に、学

生たちの自主的な活動というボランティア活動としての側面もある。そして、ウエス・ドネーショ

ン・プロジェクトの参加学生たちは、福祉の現場における課題解決に貢献するという具体的な体験を

通じ、自らの社会に対する責任や役割を深く考える機会となっている。これは、広い概念で見ると学

生の社会観を醸成し、地域社会における共生や協力の重要性を理解することにつながっていると捉え

ることができる。

　本研究では、ウエス・ドネーション・プロジェクト（以下、プロジェクト）に参加した学生を対象

に、彼らの社会貢献活動への意識や活動を通じて得られた経験や学びについて調査を行う。特にボラ

ンティアを通じた学びが学生の社会貢献の意識にどのような影響を与えるのかを分析することで、今

後の教育プログラムの改善につながる知見を得ることを目的とする。具体的には、学生たちがプロ

ジェクトを通してどのような学びや成長を得たのかを明らかにするとともに、福祉系教育機関におけ

る社会貢献活動の意義とその効果を考察し、今後の教育カリキュラムの検討や改善に対する示唆を導
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き出すことを目指すものである。

２．介護職員の業務負担

　令和５年「介護労働実態調査」１) によると、従業員の過不足状況から、介護従業員の過不足状況は、

事業所全体では①「大いに不足」（12.1％）、②「不足」（21.9％）、③「やや不足」（30.7％）となって

おり、これらを合計した64.7％が不足感を抱いていることがわかる。また、介護職員が「大いに不足」、

「不足」、「やや不足」のいずれかに回答した事業所について、各種属性別訪問介護・介護職員の不足

が及ぼす影響（「当てはまる場合」）から、その不足していることによる影響は「各職員の時間当たり

の業務負担の重さ・余裕のなさ」（36.8％）が最も多くなっている。このことから、介護現場が深刻

な人手不足に直面しており、それに伴って介護職員の業務負担が過大になっていることがわかる。さ

らに、介護条件・仕事の負担に係る悩み・不安・不満等（複数回答）から88.0％の介護労働者は何ら

かの悩み・不安・不満等を感じており、その内容として「人手が足りない」（49.9％）が最も多くなっ

ていることがわかる。このような状況下で、介護職員は日々多岐にわたる業務に追われており、質の

高い介護を提供することが困難な状況に陥っているケースも少なくないと思われる。

　

３．短期大学教育について

　中央教育審議分科会教育部会短期大学ワーキンググループによってまとめられた「短期大学の今後

の在り方について（審議まとめ）」２）で、短期大学は以前よりボランティア活動や課外活動など、地

域の人々と積極的にかかわり、地域コミュニティの一員として活動してきたと述べられている。そし

て、今までの経緯を踏まえて、今後の短期大学は地域社会との連携を深め、地域に貢献していくこと

の重要性が強調されている。具体的には「専門分野の専門性を有するだけでなく、幅広い教養を身に

着け、高い公共性、倫理性を保持しつつ、時代の変化に合わせて積極的に社会を支え、改善していく

資質を有する人材」の養成が求められおり、「社会経済の活性化や地域コミュニティの形成に積極的

に貢献することが求められている」と述べられている。

　このような背景から、短期大学における社会貢献活動やボランティア活動は、地域社会の維持・発

展に大きく貢献することができる。特に、介護分野においては人材不足が深刻化しており、学生のボ

ランティア活動は介護職員の負担軽減につながると考えられる。また、学生はボランティアを通じて、

介護現場の現状を肌で感じ、施設職員や利用者の方々のふれあいを通して、地域社会を学ぶ機会が必

要であると考える。

４．ウエス・ドネーション・プロジェクト概要

　このプロジェクトは、介護福祉士を目指す学生たちが福祉施設での実習を通じて得た現場のニーズ

に基づいて立ち上げられた。特に、施設では感染対策や清掃作業に大量の使い捨ての布が必要であり、

さらに布の不足だけでなく、布の回収や裁断に多くの時間がかかり、これが職員の負担となっている

こと、そして、このような負担が利用者支援にも影響を与えていることを実感したことがきっかけと

なっている。

　プロジェクトの目的は、不要になったタオルや衣類を再利用可能なウエスとして加工し、地域の福

祉施設に寄贈することで、施設の消耗品不足を補い、職員の負担を軽減することである。さらに、学

生たちにとっては、現場の課題解決に向けた実践的な学びの場となるだけでなく、社会貢献活動の意

義を実感する貴重な機会である。

　プロジェクトの趣旨は、以下の３つの要素に基づいている。

①　施設訪問とウエス寄贈：学生たちは施設を訪問し、ウエスを寄贈することで、施設職員との交流

や施設見学を通じて現場を理解する。
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②　施設理解の促進：施設職員からの説明を通じて、学生たちは施設運営や介護現場の実態を学び、

介護福祉士としての知識と理解を深める機会となる。

③ 将来の職業選択への貢献：この訪問体験は、学生にとって就職活動の一環として施設を知る機会

でもあり、将来の職業選択における貴重な経験となる。

　このように、プロジェクトは、学生たちが資源の有効活用と社会貢献の意義を学び、地域社会との

関りを深める場としての役割を果たしている。学生にとって単なる物資の提供にとどまらず教育的成

長を促すものであり、学びと福祉支援を両立させた取り組みとなっている。

５．ウエス・ドネーション・プロジェクト活動

　プロジェクトにおける学生の活動内容は、以下のように、大きく７つに分けられる。

①　学内の不要タオル・衣類の収集：学生たちは、家庭で不要になったタオルや衣類の回収をする。

学内で、ポスター掲示や呼びかけを行い、資源を集める。

②　学外の不要タオル・衣類回収：近隣の飲食店「大盛りバカの店　もりもり弁当」様のご協力を得

て、店頭前の BOX（通常は食品寄付活動として使用しているもの）を古布回収場所として活用

させていただいている。周知活動としてポスター掲示やチラシの配布を実施し、地域住民に対し

て不要なタオルや衣類の寄付を呼び掛けている。古布の回収については、学生が交代制で週1回

BOX を確認し収集する。

③　ウエスの加工：回収したタオルや衣類を、施設での使用に適した大きさ（A5サイズ程度）に裁

断する。

④　寄贈準備：完成したウエス500枚を袋詰めし、ラッピング等の準備を行う。

⑤　福祉施設に寄贈（寄贈式）：実習施設から学生が１施設を選び、代表学生2名が施設を訪問し、ウ

エス500枚の寄贈を行う。今までに９施設に4,500枚のウエスを寄贈している。なお、代表学生は

学生がその都度相談し、メンバー全員が偏りなく参加できるように調整している。

⑥　施設見学・説明の受講：寄贈後、学生たちは施設内を見学しながら、職員からウエスの使用方法

に関する説明を受ける。

⑦　評価とフィードバック：寄贈式後に、メンバー全員が集まり代表学生より寄贈式について報告を

行い、次の寄贈に向けての施設や代表学生の選定、日程について相談を行う。

６．参加学生

　参加学生は、休み時間等を使い２年生が１年生にプロジェクトの趣旨や活動内容を説明しメンバー

募集を行う。その内容を理解した上で、本人の意思で活動に参加する。今までの活動参加学生の入学

年度と人数は下記のとおりとなっている。

　参加期間は、２年生前期までの活動とし、２年後期からは国家試験の勉強に集中できるようにして

いる。そのため、前期は１、２年生合同で活動を行い、後期から活動主体を１年生に引き継ぐことに

よりプロジェクトが継続的に活動できる体制を整えている。

表１　参加学生数

１年生 ２年生 合計

2022年度 5名 0名  5名
2023年度 4名 5名  9名
2024年度 8名 4名 12名
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７．調査概要

　７－１調査目的

　本調査の目的は、プロジェクトに参加した学生を対象に、アンケートを通じて社会貢献活動に対す

る意識の変化を明らかにすることを目指して実施した。

　７－２　調査方法と調査期間

　2024年１月（2022年度入学５名）、2024年７月（2023年度入学４名）の合計９名の学生に対して、

Google フォームにてアンケートを実施した。

　７－３　対象者

　アンケート調査は、青森明の星短期大学子ども福祉未来学科介護福祉コース所属学生のうち、プロ

ジェクトの参加期間が１年前期から２年前期終了までのため、最長の参加期間である１年６か月間活

動した学生を対象とした。

　７－４　調査内容

　アンケート調査には、以下の質問項目を設けた。①年齢、②性別、③参加しようと思ったきっかけ、

④役割、⑤参加した満足度、⑥感想、⑦社会貢献感の有無、⑧課題や困難の有無、⑨具体的な課題や

困難、⑩ボランティア活動への意識や考え方の変化の有無、⑫今後、ボランティアに参加したいか、

⑬その他。

　７－５　分析方法

　回答のあったアンケートは、テキストデータとして処理し、単純集計法とカード分析法を用いて分

析を行った。

　７－６　倫理的配慮

　協力者へ研究調査の目的・内容を書面にて、説明しプライバシーを守ること、辞退しても不利益は

生じないこと、個人を特定できないことを伝えた。また、研究結果は数量、テキストデータとして処

理し、得られた個人情報は、本研究に関連する研究・教育活動以外には使用しない。研究成果は、論

文発表後に施錠可能な棚等にて10年間は個人情報管理責任者（芳賀砂智子）が保管し、その後、デー

タの破棄を行う。これらについて、Google フォーム内の文章と口頭で説明を行い、学生の承諾を得

て実施した。

８．アンケート調査結果 

　８－１　基本属性

　アンケートの基本属性として、表2の通り年齢と性別について確認を行った。年齢は10代～50代、

男性６名、女性３名という結果になった。20代男性が４名、その他の年代・性別とも各１名ずつと

なった。

表２　アンケートの基本属性

年齢 10代 10代 20代 20代 20代 20代 20代 50代 50代

性別 男性 女性 男性 男性 男性 男性 女性 男性 女性
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　８－２　参加しようと思ったきっかけ

　プロジェクトに参加しようと思ったきっかけについて表３の示すように、【ボランティア・地域貢

献活動への興味】【短大での学び・経験】【その他】の３つのカテゴリーに整理することができた。

　まず、【ボランティア・地域貢献活動への興味】では、ボランティアや地域貢献活動をしたいとい

う意欲とプロジェクトの趣旨に賛同したことが参加のきっかけになっていた。次に【短大での学び・

経験】では、活動を通じて介護施設の理解や積極的に行動する力を身につけるというカリキュラム以

外での学びや広報活動を通じて、自分の成長やスキルの向上を意識したことがきっかけになっていた。

最後に、【その他】として、具体的な目的や目標が明確になっておらず、自然な感情や偶然の機会か

ら参加を決めたケースに分類された。このことから、プロジェクトへの参加は、学生一人ひとりの関

心や意欲、学びの目的など、様々な要因によって促進されていることがわかった。

表３　ウエス・ドネーション・プロジェクトに参加しようと思ったきっかけ

カテゴリー サブカテゴリー コード

ボランティア・

地域貢献活動

への興味

ボランティア・地域貢

献活動への意欲

ボランティア活動をしたかったから

地域貢献出来ると思ったから。

活動の趣旨への興味・

賛同

趣旨に賛同したので

使わなくなった古着をただ家に置いておくのではなく、

裁断して、施設でウエスとして提供するというボランティ

アに興味を持ったから

短大での学び・

経験向上

学び 施設で困っていることを介護を勉強する学生が行うこと

で施設の理解、そして自分から積極的に動く力を身につ

けるため

広報活動 大学活動（ウエス・ドネーション・プロジェクト）を知っ

てもらいたい

その他 そこにウェスドネ（略ウエス・ドネーション・プロジェ

クト）があったから

善意のため

　８－３　ウエス・ドネーション・プロジェクトでの役割

　プロジェクトでの学生の主な役割は「古布の回収、裁断、寄付、周知活動」である。学生は、授業

以外の空き時間を使って活動を行っているため、役割分担を決めず、できる活動を自主的に取り組む

形をとっている。活動時間は、一定ではないが週２時間程度、空き教室や研究室を使って活動を行

なっている。この自主性を尊重するアプローチにより、各学生が自分のペースでプロジェクトに参加

し、必要に応じて多様な役割を担っている。そのため表４に示されているように、学生が果たした役

割は個人差が見られる結果となった。

　８－４　参加した満足度

　プロジェクトに参加した学生の満足度を５段階評価で調査したところ、図１のような結果となった。

「５」が４名、「４」が３名、「３」が１名という結果であり、平均満足度は4.5となった。この結果か

ら、多くの学生がプロジェクトに対して高い満足感を抱いていることが示唆された。
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　８－５　参加した感想

　プロジェクトに参加した学生たちの感想を表５のように整理した結果、【学び】【今後】の２つのカ

テゴリーが明らかになった。まず、【学び】においては、学生は施設訪問を通して職員の生の声を聞

き、福祉の現場を肌で感じることができたと考える。また、プロジェクト活動を通して、裁断作業や

寄贈式の実施など、様々な経験を積む中で、責任感などの実践的なスキルを修得した学生がいること

が明らかになった。次に、【今後】という観点ではこのプロジェクトが後輩たちに引き継がれ、継続

していくことを期待していることがわかった。これらの結果から、このプロジェクトは学生たちに

「施設理解」「実践的なスキル」「社会貢献意識」という3つの側面から多角的な学びを提供しており、

学生にとって社会貢献意識を高める有意義な経験となっていることが明らかになった。

　８－６　社会貢献感の実感度

　プロジェクトに参加した学生に対し、社会に貢献していると感じたかどうかを尋ねたところ、９名

の学生全員が「感じた」と回答した。この結果から、プロジェクトを通じて学生たちが社会貢献の

意識を強く持っていることが明らかになった。また、その理由について表６のように整理した結果、

【利用者・施設との関わり】【貢献意識の高まり】の２つのカテゴリーが明らかになった。まず、【利

用者・施設との関わり】では、自分の行動で利用者が喜んでいる様子を目の当たりにしたことで、貢

献感を得ていることが分かった。これは学生が物資を提供するだけでなく、その行為が誰かの役に

立っていることを実感することで、社会貢献の意義を深く理解していることを示唆している。次に

【貢献意識の高まり】では、学生が社会問題に目を向け、その解決に貢献したいという意識を持って

いることがわかる。さらに、「小さなことを積み上げることで、社会貢献意識が高まる」というコー

ドからは、学生が日々の小さな行動が社会全体につながっていることを理解し、継続的な社会貢献活

動の重要性を認識できたことが伺える。

表４　ウエス・ドネーション・プロジェクトの役割

年齢 性別 役割

10代 男性 全て（古布の回収、裁断、寄付、周知活動）

10代 女性 全て（古布の回収、裁断、寄付、周知活動）

20代 男性 寄贈

20代 男性 裁断

20代 男性 古布の回収

20代 男性 古布の回収、寄贈

20代 女性 寄贈

50代 女性 裁断

50代 男性 寄贈

図１　ウエス・ドネーション・プロジェクトの満足度（５段階評価）
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　８－７　課題や困難の有無

　プロジェクトにおいて、学生たちが感じた課題や困難について尋ねた結果、回答者のうち３名が

「課題を感じた」と回答し、６名が「課題を感じなかった」と回答している。

　まず、「課題を感じなかった」と回答した学生が多かった理由として、活動はスムーズに進み、学

生が安心して活動することができ、戸惑いや不安を感じる場面が少なかったのではないかと考えられ

る。また、寄贈式などで喜びや達成感を感じることで活動中の困難や課題が相対的に軽減され、ポジ

ティブな経験として受け入れられたのではないかと考えられる。

　次に、「課題を感じた」と回答した学生の具体的な課題は表７のとおり、「学生の自主的な活動の不

足」「寄付後のフィードバック機会の不足」「活動頻度の見直し」という意見が寄せられた。これらの

課題は、プロジェクトの円滑な運営や、学生のモチベーション維持に影響を与える可能性が高い。こ

れらの課題に対する対応策として、学生の自主的な活動の促進や、寄付後のフィードバックの機会を

設けること、さらに活動頻度の見直しが必要であるとわかった。このような対応策を講じることで、

学生の満足度向上だけでなく、プロジェクト全体の質の向上にもつながることが期待される。

表５　ウエス・ドネーション・プロジェクトに参加した感想

カテゴリー サブカテゴリー コード

学び

施設理解

施設の特徴を知る事が出来た。

施設に行けたことが良かった

ダイレクトに施設職員と意見交換ができた。

経験

すごく楽しく活動することができた。また、昨年度とは違う活動

を行うことで年齢や性別問わず様々な人と関わることができた。

最初は裁断を主に行っていたが、寄贈式を開催したり古布、古着

の回収場所ができたりなど、徐々に組織が大きくなり、やりがい

を感じたこと、苦労したことを経験することができた。

やりがい・達成感

贈呈式の時に利用者の方が笑顔で受け取ってくれたときがとても

嬉しかったため、やってよかったです。 

忙しかったがとても楽しかったし、いい経験になりました

できる範囲で楽しくできました

今後 引き継ぎ これからも後輩達が継続してくれたらと思います

表６　社会貢献を実感できた理由

カテゴリー サブカテゴリー コード

利用者・施
設との関わ
り

利用者の反応 自分の行動で喜んでいる利用者の顔が見れたから。 

施設ニーズ その物資を求めている方がいたから 

感謝 感謝されたから 

施設の方が笑顔で受け取ってくれたから 

施設との関わり デイサービス利用者や寄贈式を行ってくれた施設の方と関わるこ
とができたから

貢献意識の
高まり

役に立つ実感 施設で使われていることで、役に立っていることを実感できまし
た 

少しでも施設の力になれたと感じたから。

施設のウエス不足が多発している中で、提供を行っているから

社会貢献の意識 小さな事を積み上げる事で、社会貢献意識が高まる
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表７　具体的な課題や困難

生徒だけで自発的に行える事ができなかった。 

渡して終わりではなく使ってみてどうだったかなども少し聞きたかったです 

裁断やラッピング、寄贈式の頻度の見直しが必要と感じた 

　８－８　ボランティア活動への意識や考え方の変化の有無

　プロジェクトに参加した結果、ボランティ活動に対する意識や考え方に変化があったかどうかを尋

ねたところ、８名が「変わった」と回答し、１名が「変わらない」と回答した。「変わった」と回答

した理由は表８のとおりとなった。なお、「変わらない」の理由について回答がなかったため、詳細

を知ることができなかった。

　これらの結果から、プロジェクトへの参加を通じて、学生たちはボランティア活動に対する積極

性や社会への貢献意識が高まったことがわかった。その理由として【意識の変化】【充実感と意義】

２つのカテゴリーが明らかになった。まず、【意識の変化】では、学生たちがプロジェクトを通じて、

ボランティア活動に対して前向きな姿勢を持つようになったことが明らかになった。特に「積極性」

のサブカテゴリーでは、学生が「自分でも社会に貢献できる」と感じ、自信を深めたことが大きな要

因となっていると考える。また、「人は助け合って生きている」という社会観を実感し、他者への貢

献意識がさらに強まったと考えられる。次に、【充実感と意義】では、学生たちがボランティア活動

に楽しさや意義を強く感じたことが明らかになった。「楽しさ」のサブカテゴリーでは、特に、「裁断

中会話をして笑うことができたこと」という回答から、古布の回収や裁断の作業を通して、メンバー

間の相互理解が進み互いの信頼関係の構築が促進されたことがわかった。これにより、学生間での

チームワークや連帯感を感じることができ、活動の楽しさや充実感を感じる要因になったと考えられ

る。また、他者との交流や感謝の言葉が、活動を楽しいと感じる要因となっていることがわかった。

寄贈式での感謝の言葉は、活動の意義を深く認識させる重要な要素となり、活動を継続することで社

会に貢献できるという意識が高まっている。このようにプロジェクトが学生たちにとって意義深い体

験となっていることが確認された。

表８　ボランティア活動への意識や考え方が変化した理由

カテゴリー サブカテゴリー コード

意識の変化 積極性 積極的に参加したいと思ったから。 

自分でもできるボランティアがあると思えるようになりました 

社会観 人は助け合って生きているから 

充実感と意義 楽しさ 楽しかったから。 

ボランティアがとても楽しくなった

裁断中会話をして笑うことができたこと。他には、寄贈式で施設

のスタッフさんが感謝の気持ちをいただくことがあり、ウエス・

ドネーションは楽しいことだとわかった。 

意義 やはり、継続して活動する事に意義がある 

プロジェクトに協力きてくれた方々の笑顔を見ることができたから 

価値 良いと思うから 

　８－９　今後のボランティア参加について

　今後、ボランティア活動に参加したいと思うか尋ねたところ、９名の学生全員が「参加したい」と
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回答した結果から、学生たちがこの活動を通じて社会貢献や他者への貢献意識を強く持っているこ

とが示された。その理由について表９のように整理した結果、【社会貢献と他者への貢献】【満足感】

【自己成長と学び】の３つのカテゴリーが明らかになった。【社会貢献と他者への貢献】では、「役に

立てるならいつでも（社会貢献したい）」という意見から、積極的にかかわりたいという意欲がうか

がえる。また、【満足感】では、「笑顔が見れて嬉しかった」「楽しかったから」といった回答は、活

動を通して得た満足感がボランティア活動への前向きな姿勢を支えていることを示していると考える。

さらに、【自己成長と学び】では、「できる範囲でやれることがある」という回答から、自分の可能性

を認識し、無理なく継続的に社会貢献をしたいと考えていることが確認された。こうした経験は、学

生たちの成長や喜びにつながり、今後のボランティア活動への積極的な参加意欲を促している。

表９　今後ボランティア活動に参加したいと思う理由

カテゴリー サブカテゴリー コード

社会貢献と他

者への貢献

貢献意欲 役に立てるならいつでも 

少しでも助けになってほしいから 

社会貢献したい 

誰かの笑顔のために活動したいと考えるため 

自然な意欲 いやと思わないから

満足感 笑顔や感謝 笑顔が見れて嬉しかったから。 

楽しかったから 

自己成長と学

び

経験 できる範囲でやれることがあると思うので 

いろいろな経験をしたいから 

９．考察

　ウエス・ドネーション・プロジェクトに参加した学生たちのアンケート結果から、学生たちがこの

プロジェクトに参加することで、社会貢献活動に対する意識や考え方に大きな変化があったことが明

らかになった。多くの学生が「今後もボランティアに参加したい」という意識を持つようになり、社

会貢献や他者への貢献という社会観を深めたことがうかがえる。これは、ボランティア活動を通じて、

施設や職員、利用者などとの交流を通じて、社会に対する理解が進んだことを示していると考える。

また、このプロジェクトの活動を通じて、学生たちは「楽しさ」と「社会貢献の意義」を感じると同

時に、社会貢献の重要性を実感している。特に、贈呈式で利用者や施設スタッフの笑顔を見た時の充

実感や達成感が強く印象に残っており、これがボランティア活動への積極的な姿勢につながっている

と考えられる。

　広辞苑では、社会貢献について「社会のためになるよう力を尽くすこと」３）と記述されている。ま

た、ボランティアについて「奉仕者。自ら進んで社会事業などに無償で参加する人。また、その無償

の社会活動」４）と記述されている。このプロジェクトに参加した学生たちは、自ら進んで社会に貢献

する意識を育み、社会の一員としての自分の役割や責任を深く認識する機会を得たといえるのではな

いだろうか。単にボランティアとして無償で奉仕するというだけでなく、他者や地域社会に対して積

極的に貢献し、自分たちの活動が周囲にどのような影響を与えるかを実感したことで、より主体的で

持続的な社会貢献活動への参加の意欲が生まれたことが示唆される。

　一方で、プロジェクトに参加した学生の中には、学生の自主的な活動の少なさや、寄贈後のフォ

ローアップの必要性といった課題を感じた者がいることがわかった。これらの課題に対して、今後の

活動において改善策を講じることで、より効果的で持続可能なプロジェクト運営が可能になると考え
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る。

　ウエス・ドネーション・プロジェクトは、学生たちの社会貢献の意識を高めると同時に、自己成長

の機会を提供する貴重な体験となっていることが示された。福祉に携わっていく者として、社会貢献

の意識を持った人材を育成していくことが重要である。今後もプロジェクトを継続し、地域社会や福

祉施設との連携をさらに強化することで、多くの学生にとって有意義で効果的な学習環境を提供して

いくことが求められている。また、学生の主体的な活動となるように支援体制を整備し、フォロー

アップをしていく必要がある。

10．まとめ

　ウエス・ドネーション・プロジェクトを通じて、学生たちはボランティア活動の意義や楽しさを実

感し、社会貢献への意識が高まったことがアンケート結果から明らかになった。参加した学生たちは、

プロジェクト活動を通じて多くの充実感を得ると同時に、自分たちが社会の役立つ存在であることを

認識することができた。

　一方で、プロジェクト活動の運営には４つの課題も浮き彫りになった。１つ目にプロジェクトに参

加しなかった学生の対応ある。自主的な活動なので、全員が参加するわけではないが、参加できな

かった学生に対しても社会貢献意識をはぐくむための取り組みが求められる。２つ目に学生が自主的

に活動を行える環境整備や活動の選択肢を増やすことも課題としてあげられる。学生が主体的に関わ

れるような環境は、学生のボランティア活動への参加意欲の向上につながると考えられる。そのため、

プロジェクト活動だけでなく他の社会貢献活動や福祉活動の選択肢を提供することも重要である。３

つ目に福祉系教育機関として、学生に社会貢献活動は単なる学習の一環ではなく、実際に社会に出て

福祉の担い手となる際の土台を築く重要な体験となる。社会貢献活動を通じて、学生たちは他者を助

ける喜びや責任感を学び、それが職業意識の醸成にもつながる貴重な機会となるため、このような機

会を増やしていく必要がある。４つ目に活動に参加する学生の数が限られていることがあげられる。

こうした課題の克服とともに、プロジェクトを継続・発展させることが、さらに多くの学生に有意義

な学びの場を提供し、社会貢献意識の向上につながると考える。プロジェクトは、学生たちにとって

貴重な成長の機会であり、今後もその価値を高めていくことが重要であると考える。

　今後の課題として、アンケート調査も引き続き実施することで、さらなるデータを蓄積し、より深

い考察や分析を行うことが可能となる。今後も、ウエス・ドネーション・プロジェクトの活動を継続

し、より多くの学生が参加できるよう工夫を重ねていくことが必要である。
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